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1111－－－－1111　　　　ひろがるひろがるひろがるひろがる交流交流交流交流とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり
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6 推進 → → →

1,000
万台

834万台

133
万人

138
万人

143
万人

148
万人

141
万人

C

C

非常に難しい課題であるが、その取
組内容からどのようにしたいのか、
具体的方向性がまったく見えないこ
とから、Ｃ評価とした。

B －

基本目標基本目標基本目標基本目標1111「「「「にぎわいにぎわいにぎわいにぎわい・・・・感動感動感動感動とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

●高速道路新料金を最大限活用し、徳島の経済活性化や
にぎわいづくりを図るため、活用戦略を策定し、「県外
からの観光誘客対策」及び「物流活性化による産業振興
対策」を推進します。

○大鳴門橋の通行台数
    [21]852万台→[26]1,000万台

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

C

推進 → → →

●都市中心部の活性化を図るため、先導的な中心市街地
の再開発事業等を支援します。

推進 → →

●都市公園・緑地について、社会情勢の変化に対応し
て、その必要性や実現性を再検証し、関係市町と協働し
て見直しを推進します。

●徳島小松島港本港地区において、旧フェリーターミナ
ルビル等を交流拠点施設として活用するなど、にぎわい
を復活させるため、地域と協働して利活用を推進しま
す。

実証
実験

構想
策定

推進 →

→

番号番号番号番号

22

18

19

部局部局部局部局

政策・
商工・
県土

県土

県土

県土

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

都市計画決定済みの公園・緑地のうち、社会情勢の
変化や財政の悪化により、長期未着手で事業化の見
込みのないものについて、関係市町が都市計画の見
直しを進めるため、県が市町と協働して「見直しの
基準」を作成することで、効率的・効果的な、都市
公園・緑地の整備を推進する。

中心市街地の再開発事業について、水辺空間を活用
し、景観にも配慮した事業となるよう、河川や公園
の協議時に技術的支援等を行う。また、中心市街地
の活性化に向け、水上ネットワークの構築等や水辺
空間を活かした賑わいづくりに資する新町川の規制
緩和など、ハード・ソフト両面からの支援を行う。

高速道路新料金（休日上限千円の特別割引制度）が
平成２３年６月に終了したため、平成２６年度の全
国一律料金制度の実現を見据えた取組の推進に主要
事業を見直す。

（自己点検・評価において達成困難とした事業）
地域と協働した利活用をさらに推進するため、NPO
法人や地元の市だけでなく、国・県が協働して本港
の構想づくりを進めており、現在、地元関係者等へ
のヒアリングを行うとともに、推進体制の強化に取
り組んでいる。

リーマンショック以降の日本経済の
低迷等で、大鳴門橋の通行台数が少
なくなったことは理解できるが、平
成２１年度の実績を下回ったこと
や、平成２３年度の取組、今後の取
組においても新たな対策が見えない
ことから、Ｃ評価とした。

非常に難しい課題であるが、その取
組内容からどのようにしたいのか、
具体的方向性がまったく見えないこ
とから、Ｃ評価とした。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

番号番号番号番号 部局部局部局部局
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

28 推進 → → →

60事
業

70事
業

80事
業

90事
業

96事業

29
利活
用の
促進

→ → →

34.0% 36.0% 38.0% 40.0% 43.1%

34 推進 → → →

12人 24人 36人 48人 50人

A －

B

B －

●「ｅ－とくしま推進プラン」について、「ｅ－とくし
ま推進会議」において適切に進行管理するとともに、
「（財）ｅ－とくしま推進財団」において具体的な課題
に取り組むなど、官民一体となって着実にプランを推進
します。

○「（財）ｅ－とくしま推進財団」を活用した産学
官地域連携事業数（累計）
　 [21]48事業→[26]90事業

●「全県ＣＡＴＶ*網構想」で整備したブロードバンド*
基盤の利活用を促進し、多様化・大容量化するコンテン
ツをスムーズに通信できるＦＴＴＨ*サービスの普及促進
に努めます。

○ＦＴＴＨサービスの世帯普及率
    [21]32.3％→[26]40.0％

●自治体職員等を対象とした人材育成研修を実施し、組
織における持続可能なＩＣＴの活用・推進を図ります。

○人材育成研修参加人数（累計）
　 [21] － →[26]48人

政策

政策

政策

目標設定時に想定していた産学官地域連携事業に加
え、平成22・23年度にふるさと雇用再生事業で事業
を実施したことにより、既に２６年度目標値も達成
しているため、成果・効果の更なる向上を目指し、
産学官地域連携事業数の目標数値について、上方修
正を検討する。

平成23年3月に県下全域にブロードバンド基盤整備
が完了し、FTTH加入希望者はすぐに加入できる状況
になったことにより、平成23年度に普及が進み、既
に２６年度目標値も達成しているため、成果・効果
の更なる向上を目指し、FTTHサービスの世帯普及率
の目標数値について、上方修正を検討する。

目標設定時に想定していた人材育成研修に加え、東
日本大震災の教訓を生かし、被災後の業務遂行に有
効な「被災者支援システム」の導入を推進するため
の研修を行ったことにより、既に２６年度目標値も
達成しているため、成果・効果の更なる向上を目指
し、人材育成研修参加人数の目標数値について、上
方修正を検討する。

－
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

番号番号番号番号 部局部局部局部局
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

1111－－－－2222　　　　観光立県観光立県観光立県観光立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

40 推進 → → →

133
万人

138
万人

143
万人

148
万人

141万人

41 推進 → → →

20,00
0人

24,00
0人

28,00
0人

33,00
0人

19,310人

47万
件

48万
件

49万
件

50万
件

53万件

45 推進 → → →

全国
展開

－

新規
認定

－

コンビニ型「公設アンテナショッ
プ」の全国展開を目標にしている
が、全国展開を行うには相当な努力
が必要であり、現在の取組では、目
標を達成できないものと思われる。
そのため、新たな対策を追加し取組
む必要がある。

「庶民遺産」や「自然一番」の具体
的なイメージがはっきりしない。Ｐ
Ｒ不足かと思うが、徳島県のどのよ
うな「場所」がこのイメージなの
か、また、イメージを代表するコー
スがあるのか、ピンとこない。ＰＲ
等の取組が必要と判断し、Ｂ評価と
した。

D

●全国に向けた本県の物産・観光の情報発信を推進する
ため、県の「大阪・名古屋物産センター」や、全国初と
なった「コンビニ型アンテナショップ」のさらなる展開
を促進するとともに、県外の民間店舗を、県が「阿波と
くしまアンテナショップ」として認定し、官民協働によ
る、アンテナショップ展開を図ります。

○コンビニ型「公設アンテナショップ」の全国展開
    [26]全国展開

○民間店舗型「阿波とくしまアンテナショップ」の
新規認定
     [26]新規認定

　本事業は、大都市圏において情報発信拠点の整備
を実施し、全国に向けて徳島県産品の情報発信を行
う事業である。現在実施しているコンビニ型「公設
アンテナショップ」や民間店舗型「阿波とくしまア
ンテナショップ」等を活用し今後とも情報発信を行
う。
　また、現在の「全国展開」の表現について、誤解
をあたえるため表現を見直す。

●徳島ならではの魅力を「観光とくしまブランド」とし
て確立し、多くの観光客に選ばれる徳島を目指して、
「きて・みて・なっとく！おいでよ徳島。」をキャッチ
コピーに、「庶民遺産」、「自然一番」というブランド
イメージを広くＰＲするとともに、マスメディア等を活
用した広告宣伝を実施することにより、広く国内外に向
けた認知度の向上を図ります。

○外国人入込客数
    [21]15,034人→[26]33,000人

○「阿波ナビ」アクセス件数
     [21]45万件→[26]50万件

B

●高速道路新料金制度導入を最大限に活用し、県外から
の観光入込客数の増加を図るため、マイカーを利用して
来県する観光客に対する新たな観光周遊ルートや宿泊滞
在型観光プランの提案など、観光誘客対策を推進しま
す。

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

－B 商工

商工

　「阿波ナビ」アクセス件数について、平成２３年
度の実績値が目標数値を大きく上回っており、２４
年度の実績見込みも目標数値を上回ると推計される
ため、更なる利用の拡大を目指し、目標数値を上方
修正する。
　なお、「庶民遺産」とは、三好市の落合集落、神
山町の焼山寺、農村舞台など、一般庶民が自らの手
で長年にわたって伝え築いてきた庶民文化をイメー
ジした、また、「自然一番」とは、鳴門海峡、美馬
市の穴吹川、牟岐町の出羽島など、徳島の美しい
海・山・川をイメージしたキャッチフレーズであ
る。
　今後も地域資源を磨き上げ、本県のイメージの向
上に努める。

「年間の延べ宿泊者数」について、平成２２年度よ
り観光庁の「宿泊旅行統計調査」の調査対象が拡充
されたが、平成２１年度のデータと比較するため
に、従来と同じ施設を対象とするための注釈を追加
する。

商工

3



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

番号番号番号番号 部局部局部局部局
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

52 推進 → → →

22,00
0人

35,00
0人

43,00
0人

50,00
0人

17,040人

6,000
人

12,00
0人

13,00
0人

15,00
0人

1,705
人

54 推進 → → →

15,60
0泊

20,30
0泊

25,00
0泊

29,70
0泊

16,685泊

34人 35人 36人 37人 44人

C

数値目標に対し実績が大きく下回っ
ているとともに、定期チャータ－便
が休止していること、また、今後の
取組としてチャータ－便の再開や新
たなルートの開設に向けた取組がな
いことから、Ｃ評価とした。

D

海外への売り込みであり相当頑張っ
ているように思うが、実績があまり
上がっていないと聞いていることか
ら、Ｄ評価とする。

－A

 ○徳島阿波おどり空港へのチャーター便による外国
人入込客数
     [21] － →[26]15,000人

→

○体験型教育旅行における協議会受入泊数（累計）
    [21]6,181泊→[26]29,700泊

○グリーン（ブルー）・ツーリズムインストラク
ター数（累計）
    [21]32人→[26]37人

●海外と徳島阿波おどり空港の間におけるチャーター便
の誘致促進、関西広域連合における広域観光の推進など
により、外国人宿泊者数の増加を目指します。

推進 → →

 ○県内への外国人宿泊者数（延べ人数）
     [21]12,560人→[26]50,000人

●先進的な医療サービスの提供と豊富な観光資源や地域
食材を組み合わせた医療観光（メディカルツーリズム*）
を推進します。

●本県の持つ豊かな自然や食材、伝承された知恵や技
術、個性ある郷土芸能など、本県ならではの地域資源を
活用した体験メニューを磨きあげていくとともに、県南
や県西における教育旅行の受入拡大を支援することで、
県民参加型の観光客誘致を推進します。

53

平成２３年度に具体的に何を行った
のか、また今後の取組も明確でない
ことから、Ｃ評価とした。「おもて
なし」のところを具体的な成果など
で示さないとわかりにくい。具体的
な目標設定が必要である。

「おもてなしの国とくしま」づくりは、観光客の受
入対策の充実を図るものであり、平成２３年度にお
いては、観光ボランティア団体や体験型観光事業者
などへの研修の実施による情報発信等のスキルアッ
プを図るとともに、観光事業功労者等への表彰を行
い接遇の向上に努めた。その取組状況を明確にする
観点から、観光ボランティアガイド団体の育成に関
する新たな数値目標を設定する。

47

●個人旅行へと変化している観光ニーズに対応するた
め、観光案内ステーション等の情報発信拠点の充実や、
鉄道、路線バス、タクシー等を活用した着地型の観光情
報の発信を図るとともに、徳島ならではの観光資源を活
用した取組を推進し、観光客の誘致促進につなげます。

推進 → C→ →

「四国グリーンツーリズム推進協議会」による研修
会を勝浦町において実施した結果、平成２３年度の
実績値が平成２６年度目標数値を上回ったことか
ら、成果・効果の更なる向上を目指し、グリーン
(ブルー）・ツーリズムインストラクター数（累
計）の目標数値について、上方修正を検討する。

昨年度は湖南省との定期チャーター便に重点的に取
組み、１,８４５人の中国観光客を誘致し一定の成
果はあがったところであるが、領土問題に端を発し
た現在の「日中関係」が多大な影響を及ぼしている
ことから、海外誘客の重点エリアを東アジア・東南
アジアに拡大するとともに、団体旅行だけでなく、
徳島の魅力を活かした個人旅行客(ＦＩＴ)や教育旅
行、医療観光など多様な外国人誘客を実施してい
く。

商工

商工

商工・
農林

商工

4



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

番号番号番号番号 部局部局部局部局
改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

55 推進 → → →

9軒 10軒 13軒 15軒 14軒

1111－－－－4444　　　　文化立県文化立県文化立県文化立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

72 推進 → → →

32,00
0人

33,00
0人

34,00
0人

35,00
0人

26,400
 人

1111－－－－5555　　　　スポーツスポーツスポーツスポーツ王国王国王国王国とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

92 検討 → → →

7,500
人

8,000
人

8,500
人

9,000
人

10,250人

A

「にし阿波」が県外や世界に向けたブランドとなる
ことを目指し、住民参加による観光地域づくりを推
進するため、地域の人と交流し、地域の日常を体感
できる滞在プログラムの充実を図る。

－58

●県西部圏域の豊かな地域資源を活用し、官民一体と
なった「にし阿波観光圏」のＰＲや観光案内の向上など
に取り組み、観光素材と市場を結ぶ「観光地域づくりプ
ラットフォーム*」の支援により、観光客の来訪滞在を促
進します。

推進 → → →

B

「Ｊ１昇格への機運を醸成する」と
なっており、４事業ほどの事業を実
施しているが、＜課題＞の欄におい
て、「２４年度から招待事業がなく
なったため数値目標の変更が必要で
ある」と記載している。このこと
は、事業効果がないとも考えられ
る。今後、更なる取組の強化が必要
であると考えられることから、数値
目標は達成しているが、Ｂ評価とし
た。

C

入館者数が目標を下回っており、現
段階で目標達成は難しい状況であ
る。このような中、まず、小中学生
や県内の方にも阿波十郎兵衛屋敷に
来ていただくよう、人形浄瑠璃だけ
でなく人形劇や影絵、サンドアート
など新たな取組も取り入れることが
大切と思い、Ｃ評価とした。

B
数値目標は達成しているものの、目
標値自体が少ないため、Ｂ評価とし
た。

●四国4県が連携して四国のグリーン・ツーリズム*を推
進するとともに、インターネットを活用したグリーン・
ツーリズムのＰＲを展開し、徳島の農山漁村への入り込
み客数の増加を図り、活気あるむらづくりを進めます。

○とくしま農林漁家民宿*数（累計）
    [21]5軒 →[26]15軒

●人形浄瑠璃の一層の振興を図るため、伝統芸能を観光
資源として活用し地域の活性化を促進するとともに、後
継者育成や伝統芸能の保存・継承のための取組を進めま
す。また、兵庫県と連携して両県の人形浄瑠璃関係団体
の交流などの事業を実施するとともに、「ジョールリ100
公演」を継続して開催します。

○「阿波十郎兵衛屋敷」入館者数
　　[21]30,466人→[26]35,000人

●にぎわいの創出を通じたプロサッカーチームのＪ1昇格
への機運醸成を図るとともに、Ｊ1仕様の施設整備の検討
を行います。

○徳島ヴォルティスホームタウンデー等イベント参
加者数
    [21]4,470人→[26]9,000人

県民

商工・
県土

西部

平成２３年度に策定したアクションプランに基づ
き、多彩な演目による企画公演の充実や教育プログ
ラムの実施など「館の魅力アップ」と「積極的なＰ
Ｒ」の２本柱で、取り組むとともに、関西7府県の
官民29団体で組織する「人形浄瑠璃街道連絡協議
会」や関西広域連合「文化の道」事業等と連携を図
り、広域的な取り組みを通じてより効果的な情報発
信を行っていく。また、指標についても、県内外で
開催している代表的な公演の入場者数に変更するよ
う検討する。

ホームタウン連携事業の招待事業が県民に広く浸透
してきたことから、平成２４年度から招待事業を優
待事業（大人の有料化）に変更したため、ホームタ
ウン連携事業のイベント参加者数は減少した。しか
し、他のイベントの拡充やスタジアム外での新たな
ファン層の開拓に向けた取り組みを強化することに
より、現状の数値目標を維持し、目標達成を目指
す。

県単事業で開業支援のための説明会を実施した他、
県のホームページやパンフレットの配布によりＰＲ
した結果、平成２３年度の実績が平成２５年度目標
数値を上回ったことから、成果・効果の更なる向上
を目指し、とくしま農林漁家民宿数（累計）の目標
値の上方修正を検討する。

農林

5



2222－－－－1111　　　　経済加速経済加速経済加速経済加速とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

7 推進 → → →

開催 開催

500件 600件 650件 700件 639件

17 推進 → → →

改定 -

145% 150% 152% 155% -

49% 50% 50% 50% -

これまで、成長著しい中国をターゲットとした
「とくしま・中国グローバル戦略」に基づき、
県内企業の販路開拓及び観光誘客に取り組んで
きたが、東アジア・東南アジアに重点エリアを
拡大する「とくしまグローバル戦略」を新たに
展開し、より経済効果を高める。

部局部局部局部局

商工

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

●成長著しい中国における本県企業の販路開拓及び
本県への観光誘客を促進するため、「とくしま・中
国グローバル戦略」に基づき、上海事務所を活用し
た中国市場の情報収集・提供や相談対応を行うとと
もに、商談機会の拡大や中国企業と本県企業との交
流を推進します。

○「経済飛躍サミットｉｎ上海」の開催
     [23]開催

○中国企業等との商談機会提供数
　 [21]140件→[26]700件

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号

基本目標基本目標基本目標基本目標2222「「「「経済経済経済経済・・・・新成長新成長新成長新成長とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

－Ｂ

評価指標が、生産額となって
いるが、年により変動が激し
いと思われるので、量の方が
良いのでないか。
課題として、野菜の増産に取
り組むとなっているので、今
後の方針としては、野菜増産
に向けた方針を記載すべきで
ある。

農林

○「徳島県食料・農林水産業・農山漁村基本計
画」の改定
     [26]改定

○生産額ベースでの食料自給率向上
[19]129％→[26]155％

○カロリーベースでの食料自給率向上
[19]45％→[26]50％

「もうかる農林水産業」の実現のため、各種施
策を推進することによる数値目標として、農畜
水産物産出額を設定することを検討する。

Ｂ

●本県農林水産業の持続的な発展や農山漁村の活性
化に資するため、農林水産基本条例を肉付けする基
本計画に基づき、施策を推進します。

6



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

21 推進 → → →

1組合 16組合

5組合
11
組合

1組合
34
組合

1組合 3組合

25 推進 → → →

2,860
経営
体

2,900
経営
体

2,950
経営
体

3,000
経営
体

2,447
経営体

155
経営
体

160
経営
体

165
経営
体

170
経営
体

155
経営体

29 推進 → → →

1,710
人

2,135
人

2,525
人

2,915
人

1,796
人

－

農林水産総合技術支援センターの再編による新
拠点の整備に伴い、新たに開設予定の「アグリ
ビジネススクール」についての、事業概要、数
値目標へと見直すことを検討する。

農林

●「とくしまアグリテクノスクール」において、技
術習得に必要な研修を実施します。

Ａ

○「とくしまアグリテクノスクール」受講者数
（累計）
     [21]820人→[26]2,915人

数値目標の達成が困難と部局
で判断されているため、Ｃ評
価とした。

数値目標の達成が困難と部局
で判断されているため、Ｃ評
価とした。

Ｃ

Ｃ

平成２４年度から、今後の地域農業のあり方や
地域の中心となる経営体等を定める「人・農地
プラン」の作成が開始されている。集落の合意
形成の下、作成される「人・農地プラン」にお
ける「中心となる経営体」は、今後の地域を支
える農業者となることから、「中心となる経営
体」数を新たな指標とするように検討する。

農林

農林○認定農業者数
    [21]2,775経営体→[26]3,000経営体

○農業法人数
 　[21]148経営体→[26]170経営体

●経営感覚に優れた認定農業者や農業法人を育成し
ます。

●地域の農林水産業の振興に大きな役割を担う関係
団体の合併等を推進し、機能強化を図ります。

○農業協同組合数
　 [21]16組合→[26]1組合

○森林組合数
　 [21]11組合→[26]5組合

○漁業協同組合数（沿海）
    [21]35組合→[26]1組合

○農業共済組合数
    [21]3組合　→ [26]1組合

　各団体の機能強化を推進する観点から、合併
の促進について、支援を行っていく。
　また、現在の目標値については、各団体が自
らの目標として取り組んでいる目標値でもある
ことから、引き続きその実現に向けた検討を行
う。

7



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

32 推進 → → →

39社 42社 44社 47社

2222－－－－3333　　　　創業応援創業応援創業応援創業応援とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

57 実施 → → →

9社 9社 10社 8社

58 実施 → → →

70社 75社 80社 85社 58社

－

現状での達成見込みが困難と
なっており、課題把握に努
め、具体的な今後の取組方針
を決定すべき。
創業時には、新製品を開発し
ても物流費がネックになって
全国展開できないことがあ
る。物流業者とのいろんな研
究会の開催などの支援が必
要。

現状での達成見込みが困難と
なっており、課題把握に努
め、具体的な今後の取組方針
を決定すべき。

農林

商工

社会情勢の変化にともない、建設業等からの新
規参入が増加したことにより、平成２３年度の
実績値が目標数値を上回っていることから、成
果・効果の更なる向上を目指し、他産業からの
農林水産業への参入数の目標数値について、上
方修正を検討する。

　現在の「徳島SOHO事業者サイト」はSOHO事業
者のみの登録であり事業者間のネットワーク作
りの効果が不十分であることから、「阿波の輝
く企業リスト」への移行することで検討する。
　平成２４年度より公開されたサイト「阿波の
輝く企業リスト」はSOHO事業者以外の数多くの
企業が登録されており、サイトの閲覧総数も多
いことから、ネットワーク作りにより高い効果
が認められ、登録希望についても増加すること
が見込まれる。

当組合は、既に初期投資期間（原則として当初
５年間）を経過しており、当該期間終了後の新
規投資については、持分金額合計額の４分の３
以上の持分金額を有する組合員の同意が必要で
あるが、こうした承認を得るだけの有望な新規
投資先が見つからず、現在は追加投資のみを実
施している。今後、投資先企業の販路拡大をは
じめ創業時に必要とされる支援を強化するとと
もに、上場に向けた取組みを進めるなど株式公
開を見据えた企業への更なる成長支援を図るこ
ととし、新たな成果指標を「投資先企業売上
高」とする。（組合の存続期間は、平成１６年
１２月から平成２６年１２月まで）

商工

●起業に必要な事務所の確保や事業者間のネット
ワークづくりを支援します。

○「徳島のＳＯＨＯ*事業者サイト」登録事業者
数（累計）
　　 [21]67社→[26]85社

●県内の有望なベンチャー企業に対し、投資事業有
限責任組合*が、株式、社債の引受等の直接金融の
手段による資金の提供を行います。

○投資企業数（累計）
　 [21]8社→[25]10社

●農林水産業の担い手として、建設業など企業の農
林水産業分野への新規参入を支援し、企業の活動の
ノウハウを活かした農林水産業の展開を促進しま
す。

○他産業からの農林水産業への参入数（累計）
    [21]29社→[25]44社

Ｃ

Ａ

Ｃ

8



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

77 推進 → → →

70件 80件 90件 100件 74件

10件 20件 35件 50件 16件

15
出展

25
出展

35
出展

40
出展

32出展

2222－－－－5555　　　　しごとしごとしごとしごとイキイキイキイキイキイキイキイキとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

86 推進 → → →

制定 検討

全国
1位

全国
1位

1.71% 1.75%
1.80%
以上

1.80%
以上

1.67%

－

商工・
農林

商工

●障害者の職業能力開発に向けた訓練等を実施する
とともに、事業主をはじめとした県民の意識啓発を
図り、個人、地域、事業主、行政のそれぞれの立場
で障害者の職業的自立を支援する体制づくりを目指
します。

○「とくしま障害者雇用促進条例（仮称）」の
制定
    [24]制定

○民間企業の障害者雇用率（Ｈ18対比増加幅）
    [21]全国2位→[26]全国1位

○民間企業の障害者雇用率
    [21]1.61％→[26]1.80％（法定雇用率）以
上

Ｂ

条例の制定により、「とくしま障害者雇用促進
条例（仮称）」を「徳島県障害者雇用促進条
例」に修正する。また、「障害者の雇用の促進
等に関する法律施行令及び身体障害者補助犬法
施行令の一部を改正する政令」により、平成２
５年４月から障害者の法定雇用率が引き上げら
れるため、民間企業の障害者雇用率の数値目標
を上方修正する。

○農商工連携による商品開発事業数（累計）
　 [21]41件→[26]100件

○新商品等の開発事業数（累計）
　 [21] － →[26]50件

○徳島ビジネスチャレンジメッセ等新農業ビジ
ネス出展数
    [21] － →[26]40出展

農林水産物を活用した新産業創出のための６次
産業化を促進する、六次産業化法による「総合
化事業計画」の認定数を数値目標とすることを
検討する。

－Ａ

●徳島ならではの地域資源による「とくしまブラン
ド」の活用や、本県の豊富で良質な農林畜水産物と
中小企業が有する高いものづくり技術等を連携さ
せ、農商工連携による新商品開発などを促進しま
す。

9



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

90 実施 → → →

165
人

190
人

215
人

240
人

 241
人

92 準備 → 推進 →

75% 78% 82% 85% 86%

500
人

550
人

600
人

650
人

2,363
人

－

広報を積極的に行った結果、「徳島県若者サ
ポートステーション」の新規登録者数が増加し
たことなどにより、平成２３年度の実績値が目
標数値を大幅に上回り、平成２６年度の実績値
も既に上回っているため、目標数値について上
方修正する。

経済団体等と「産業人材育成に関する協定」を
締結するなど企業等との連携を強めたことなど
により、平成２３年度の実績値が目標数値を大
幅に上回り、平成２４年度の実績見込みが目標
値を上回ると推計されるため、養成訓練生の就
職率及び在職者訓練の受講者数の目標数値につ
いて上方修正を行う。

商工

商工

●産業界との連携のもと、テクノスクール3校の訓
練内容を充実強化し、実践力のある人材育成・供給
を推進します。

○養成訓練生の就職率
　 [21]73％→[26]85％

○在職者訓練の受講者数（延べ人数）
    [21]409人→[26]650人

●若年無業者（ニート*）等の就業を支援するた
め、「徳島県若者サポートステーション」におい
て、専門家による個別相談等を実施するとともに、
支援機関のネットワークを活用し、支援が必要な若
年者の適切な誘導を行います。

○徳島県若者サポートステーションにおける進
路決定者数（累計）
    [21]96人→[26]240人

－Ａ

Ａ

10



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

2222－－－－6666　　　　ひろがるひろがるひろがるひろがるブランドブランドブランドブランドとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

94 推進 → → →

1位 1位 1位 1位 3位

15
産地

30
産地

45
産地

60
産地

17産地

5 ブラ
ンド

10ブラ
ンド

15ブラ
ンド

20ブラ
ンド

11ブラ
ンド

300人 600人 900人
1,200
人

406人

60回 90回 120回 150回 74回

350回 400回 450回 500回 351回

4回 5回 4回

3店舗 6店舗 9店舗 12店舗 5店舗

Ａ －

　生産現場での「とくしま特選ブランド」への
関心が高まり、平成２４年度の実績見込みが目
標数値を上回ることから、成果・効果の更なる
向上を目指し、とくしま特選ブランド創出数
（累計）の数値目標について上方修正を検討す
る。
　また、生産体制の強化を図り、首都圏等への
販売促進を図るため、野菜作付け面積の拡大を
数値目標とすることを検討する。

農林

○「徳島産はも指定応援料理店」の県外店舗数
（累計）
     [21] － →[26]12店舗

●「生鮮市場」はもとより「食品全般」を視野に入
れた「新鮮なっ！とくしま」号の全国展開や、大都
市、海外におけるＰＲ体制並びに生産体制の強化を
行います。

○大阪中央卸売市場における青果物の都道府県
別販売金額
    [21]第2位→[26]第1位

○「飛び出す」ブランド産地育成事業実施産地
数（累計）
     [21] －　→[26]60産地

○とくしま特選ブランド創出数（累計）
    [21] － →[26]20ブランド

○「とくしまブランド・クチコミ応援隊」育成
数（累計）
     [21]  － →[26]1,200人

○「とくしまブランド協力店」における徳島県
フェアの開催回数（累計）
      [21]20回→[26]150回

○「新鮮 なっ！とくしま」号の運行回数（累
計）      [21]246回→[26]500回

○徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数（累
計）
    [21]2回→[24]5回

11



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

95 推進 → → →

9品目 10品目 10品目 10品目 7品目

5箇所 6箇所 7箇所 8箇所 5箇所

2店舗 4店舗 6店舗 8店舗 1店舗

3,000
万円

5,000
万円

7,000
万円

8,000
万円

3,500
万円

96 推進 → → →

80件 100件 110件 120件 80件

98 設立 推進 → →

2品目 3品目 4品目 5品目 5品目

11
商品

13
商品

15
商品

20
商品

18
商品

Ｂ

Ａ

Ａ

－

－

－

平成２３年度からＧＡＰを導入した制度に再構
築し、制度のＰＲに努めた結果、認証件数が増
加した。このため、平成２４年度の実績見込み
は平成２６年度目標値を上回ると推計されるた
め、認証件数の更なる向上を目指し、目標数値
について上方修正を検討する。

平成24年11月にイオンリテール(株)、ＪＡあな
ん、那賀町、県を構成員とする「木頭ゆず食文
化振興協議会」を設立、新たな商品開発に向け
た取組が加速されることにより、平成24年度の
実績見込みは、H26目標値を越えると予測され
るため、事業実施による６次産業化の更なる進
化を目指し、H25以降の目標数値について、上
方修正を検討する。

南部

農林

農林

●阿南・丹生谷地域において、「阿南・丹生谷地域
クラスター」を設立し、新たな商品の開発や販路開
拓など、6次産業化を推進します。

○地域特産物数（累計）
    [21]1品目→[26]5品目

○新商品開発数（累計）
    [21]5商品→[26]20商品

○「とくしまブランド海外協力店」数
    [21] － →[26]8店舗

○農林水産物輸出金額
    [21]2,000万円→[26]8,000万円

●履歴管理制度（トレーサビリティシステム*）を
活用し、農産物の安全、環境保全、労働安全につい
て国の高度なＧＡＰ基準を取り入れた「とくしま安
2ＧＡＰ認証制度により、安全で安心な農産物を供
給します。

○とくしま安2ＧＡＰ認証件数（累計）
　 [21]65件（1,518人）
　　　　　　　　　　→[26]120件（2,800人）

○輸出定着品目数（累計）
　 [21]4品目 →[26]10品目

○輸出拠点数
     [21]4箇所→[26]8箇所

農林水産物の輸出拡大を目指し、新たに農林水
産加工品についても輸出拡大の目標とすること
から、農林水産物輸出金額について、加工品を
含めた数値目標とするよう検討する。

●世界にはばたく「とくしまブランド」の確立を目
指し、県産農林水産物の輸出を支援します。

12



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

104 推進 → → →

2組織 2組織 3組織 4組織 2組織

105

106 推進 → → →

16
経営
体

17
経営
体

18
経営
体

19
経営
体

16
経営体

－ 西部

県西部圏域における農業の新たな担い手対策
と、農地の適正な保全管理の取り組みとして、
集落単位で共同して効率的な営農活動を行う集
落営農組織の育成を追加する。

既に新たな産地づくりに取り組んでいる、そ
ば、みまから唐辛子についても、にし阿波なら
ではの品目としてさらに推進していくことと
し、追加する。

平成24年8月、9月に三好市及び東みよし町で、
そばの栽培等を推進するそばづくりの協議会が
設立されたことから、現行の取組に加えて両協
議会を中心に、そばを活用した6次産業化を目
指す事業体の育成を推進することとし、数値目
標を見直す。

●にし阿波ならではの品目として、いんげん、ピー
マンなどの園芸品目*、ぶどう、ブルーベリーなど
の果樹、タラノメ、山ふきなどの山菜、郷衆芋をは
じめとする伝統野菜など、特徴ある産地づくりを進
めます。

推進 →

●県西部圏域において、「にし阿波ならでは」の農
産物を用いた特産品づくりを、6次産業化により進
めます。

○「にし阿波ならでは」の農産物を用いた6次産
業化に取り組むモデル組織数（累計）
    [21]2組織→[26]4組織

→ →

●県西部圏域において、経営感覚に優れた農業者や
農作業の受託を行うファームサービス事業体*の育
成を進めます。

Ｂ

○ファームサービス事業体数（累計）
    [21]16経営体 → [26]19経営体

Ｂ

Ａ

西部

西部－

－

13



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

実績値実績値実績値実績値
（（（（HHHH23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

2222－－－－7777　　　　次世代次世代次世代次世代をををを支支支支えるえるえるえる林業林業林業林業とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

120 推進 → → →

 18
団地

 30
団地

 40
団地

 60
団地

19
団地

 33
セット

 36
セット

 40
セット

45
セット

34
セット

6,340
㎞

6,460
㎞

6,580
㎞

6,700
㎞

6,462
  km

5,000
ha

10,000
ha

15,000
ha

20,000
ha

4,700
  ha

121 推進 → → →

1,000
㎥

1,100
㎥

1,200
㎥

1,300
㎥

1,145
㎥

18% 20% 22% 25% 24%

13
工場

14
工場

15
工場

16
工場

12
工場

125 推進 → → →

10店 15店 20店 25店 24店

16.2
万㎥

17.2
万㎥

18.4
万㎥

19.5
万㎥

16
万㎥

農林

木造住宅の建築支援の対象を県外へ拡大したこ
とにより、平成２３年度実績が平成２５年度目
標数値を上回ったことから成果・効果の更なる
向上を目指し、「徳島すぎの家」協力店数の目
標数値について上方修正を検討する。

「森林整備加速化・林業飛躍基金」を積極的に
活用し、林道、作業道等の林内路網整備に取り
組んでいる。平成２３年度実績が平成２４年度
目標数値を上回ったことから、成果・効果の更
なる向上を目指し、林内路網開設延長（累計）
の上方修正を検討する。

Ａ －

木造公共事業への乾燥材需要の高まりから、
「森林整備加速化・林業飛躍基金」を活用し、
乾燥材製材工場の機械導入を支援したことによ
り、平成２３年度実績が平成２５年度目標数値
を上回ったことから成果・効果の更なる向上を
目指し、製材品出荷量に占める人工乾燥材割合
の目標数値について、上方修正を検討する。

農林

農林

○県外における「徳島すぎの家」協力店数（累
計）
    [21] － →[26]25店

○県産材の県外出荷量
    [21]13万ｍ3 →[26]19.5万ｍ3

 ○製材品出荷量に占める人工乾燥材割合
     [21]16％→[26]25％

○製材工場1工場当たりの県産材使用量
    [21]860ｍ3 →[26]1,300ｍ3

●木材の加工規模を拡大するとともに、安心な品質
を保証するＪＡＳ取得の推進や、径級・品質等に応
じた高品質かつ安定供給可能な供給体制づくりを支
援します。

●県外消費の拡大を図るため、工務店や設計士との
連携を進めるとともに、大消費地への販路拡大に向
けた普及活動を展開します。

●「高能率団地」に「新林業生産システム」と効率
的な路網を配置し、主伐も見据えた生産基盤を整備
します。

○高能率団地の設定数（累計）
　 [21] － →[26]60団地

○新林業生産システム（先進林業機械）導入数
（累計）
　 [21]25セット→[26]45セット

○林内路網*開設延長（累計）
    [21]6,106ｋｍ→[26]6,700ｋｍ

○「林業版」直接支払制度を活用した森林整備
面積（累計）
     [21] － →[26]20,000ｈａ

○製材ＪＡＳの認定工場数（累計）
    [21] － →[26]16工場

－Ａ

Ａ －
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基本目標基本目標基本目標基本目標3333「「「「安全安心安全安心安全安心安全安心・・・・実感実感実感実感とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

3333－－－－1111　　　　みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

－ －

巨大地震の発生に備え、速やかな復興に向けた課題
と対策を整理した、「津波・塩害対策農業版ＢＣ
Ｐ」を策定することから、新規に主要事業を設定す
る。

農林

32 推進 → → →

30回 35回 40回 45回 62回

38 推進 → → →

340人 360人 380人 400人 583人

－ －

「徳島県薬物の濫用の防止に関する条例」を制定
し、青少年をはじめとする県民の健康及び安全を守
り、より一層の薬物濫用防止対策を推進するため、
新規に主要事業を設定する。

保健

3333－－－－2222　　　　いのちをいのちをいのちをいのちを守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

Ｈ
２
４
新
規

検討
策定・
推進

→ →

策定 －

（新規）
●薬物濫用防止対策の推進について

（新規）
●津波・塩害対策農業版ＢＣＰの策定について

番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

●「徳島県安全で安心なまちづくり条例」に基づき、地
域自主防犯活動を促進するとともに、犯罪の防止に配慮
したまちづくりを推進します。

○自主防犯ボランティア団体リーダー研修受講者数
（累計）
    [21]322人→[26]400人

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

●県南部圏域における次世代の防災活動の担い手を育成
するため、出前講座や南部防災館を活用した体験学習、
防災訓練等を行うほか、学校や地域の中で子どもたちの
防災力を育む取組を支援することで、防災教育の充実を
図ります。

○子どもたちを対象にした防災講座・訓練等実施回
数
    [21]年5回→[26]年45回

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

－Ａ

Ｂ －

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

　東日本大震災発生後、県民及び教育機関の地震・
津波に対する危機意識が高まり、平成２３年度の実
績値が目標数値を大きく上回っており、２４年度の
実績見込みが目標値を上回ると推計されるため、成
果・効果の更なる向上を目指し、子どもたちを対象
にした防災講座・訓練等実施回数の目標数値につい
て、上方修正することで検討する。

県民の防犯意識が高まる中、より一層の自主防犯ボ
ランティアリーダーの育成を図るため、リーダー研
修への参加を強く促すとともに、警察署、各地区防
犯協会、市町村、教育委員会等関係機関との連携を
強化した結果、平成23年度の実績値が目標数値を大
幅に上回り、平成26年度の目標数値をも上回ったこ
とから、成果・効果の更なる向上を目指し、自主防
犯ボランティア団体リーダー研修受講者数の目標数
値について、上方修正を行う。

部局部局部局部局

南部

危機

－
西部圏域内の地震防災・減災対策の一層の推進を図
るため、県と圏域市町が共同で防災行動計画を策定
し、広域支援体制の充実に繋げることとする。

西部

●西部総合県民局に、「西部圏域広域防災連絡会議」を
設置し、圏域の枠を越えた被災地域に対する行政機能の
バックアップや被災者の受入などの支援に向けた取組を
推進します。

○広域防災計画の策定
[24]策定

－
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
番号番号番号番号

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

78 推進 → → →

12
市町村

18
市町村

24
市町村

24
市町村

7市町村

－ －
山地災害に関する情報収集の迅速化や山地災害危険
地区等における地域住民への防災啓発を推進するた
め、新規に主要事業を設定する。

農林

3333－－－－3333　　　　くらしをくらしをくらしをくらしを守守守守るとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくりるとくしまづくり

99 推進 → → →

創設 創設

6人 8人 10人 12人 12人

4人 8人 12人 16人 4人

100 推進 → → →

創設 検討

102 推進 → → →

70人 140人 220人 300人 44人

（新規）
●山地災害に関する地域住民への防災啓発について

●食品の産地偽装等の問題が相次ぐ中、商品選択に役立
つ知識を消費者に学んでいただく食品表示に関する研修
会の開催を推進します。

○研修会の受講者数（累計）
    [21] － →[26]300人

○「とくしま食品表示Gメン」の創設
     [24]創設

●獣医学生に対し、修学資金の貸与、県獣医師職員勤務
機関でのインターンシップ*を通じ、家畜伝染病予防、
食肉衛生検査業務等の理解を深めることにより、本県獣
医師の確保を図り、食の安全・安心に係る業務を推進し
ます。

○修学資金制度の創設
    [23]創設

○獣医学生のインターンシップ年間受入人数
 　[21]3人→[26]12人

○獣医師修学資金貸与者数（累計）
 　[21] － →[26]16人

●産地偽装など食品の不適正表示の未然防止を図り、食
品表示の適正化を推進するため、監視体制の充実強化を
行います。

●特定の民間建築物（一定要件の病院・劇場・百貨店・
マンション等）の耐震化を目的として、耐震診断、耐震
改修などに対し、事業主体である市町村に助成を行いま
す。

○補助金交付要綱策定市町村数（累計）
　 [21]5市町村→[26]24市町村

Ｄ

数値目標の達成が困難と部局で
判断がされており、県のリー
ダーシップによる対策の強化が
必要である。
また、地域差を勘案した取組の
見直し、新たな働きかけが必要
である。

－Ａ

県土

危機・
農林

危機

危機

対策強化の観点から、市町村と協力して、新たに耐
震化が必要な民間建築物のリストを作成するととも
に、それを基に特定の民間建築物が多い市町や地
震・津波で大きな被害が想定される市町に重点を置
いて、補助制度の創設を働きかけるよう、取組を見
直す。

平成24年度に「とくしま食品表示Ｇメン」を創設し
たので、監視活動の強化を図るため、新たに「立入
調査事業者数」の数値目標を設定し、計画的な監視
指導を行うことを検討する。

県下全域の消費者を対象として行っていた食品表示
の研修会について，地域ごとの開催も計画し，研修
会のＰＲに努め，受講者数の拡大を図ることを検討
する。

インターンシップに要する旅費の一部負担など学生
が参加しやすい工夫を行うことにより、平成２３年
度の実績値が目標値に現状で既に達成しており、成
果・効果の更なる向上を目指し、獣医学生のイン
ターンシップ年間受入人数の目標数値について、上
方修正する。

生産者、販売者側に対しての指
導はできているようなので、監
視体制を強化していってほし
い。

Ａ

Ｃ

消費者に食品表示への関心を高
めてもらうため、研修会の開催
や消費者祭りでＰＲに努められ
ているが、研修会の受講者数が
目標に達していないので「Ｃ評
価」とした。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
番号番号番号番号

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

3333－－－－4444　　　　しっかりしっかりしっかりしっかり医療医療医療医療とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

－ －

鳴門病院の地方独立行政法人化を行うことにより、
安定した経営基盤を確立するとともに、県北部の中
核的病院として、より一層の地域医療連携機能の強
化を図るため、新規に主要事業を設定する。

保健

125 整備 → → →

指定 指定

整備、
実施

建物工事
着手

130 推進 → → →

7,300
人

7,600
人

7,900
人

8,200
人

7,026人

1,400
人

1,600
人

1,800
人

2,000
人

1,753人

（新規）
●鳴門病院の機能強化について

－

●平成26年度の新県立三好病院の開院にむけて、「がん
医療」について、従来の「手術療法」や「化学療法」に
加え、新たに「放射線療法」を取り入れることにより、
「集学的治療」が実施できる体制を整備します。

○徳島県地域がん診療連携推進病院の指定
    [23]指定

○集学的治療
　 [26]整備、実施

●献血について一層の普及啓発を図るとともに、若年層
に身近なメディア（タウン誌、携帯電話等）を活用した
各種啓発を実施し、献血者の増加を図ります。

○若年層献血者数（16歳～29歳）
    [21]7,181人→[26]8,200人

○献血モバイル会員登録者数（累計）
    [21]1,044人→[26]2,000人

保健

「がん」と診断された患者や家族は身体的にも精神
的にも大きな苦痛を抱えており、がん治療における
こうした苦痛の軽減が重要であるので、がん患者の
療養生活の質の向上を図るために、三好病院高層棟
整備に合わせて「緩和ケア病棟」を整備する。

保健・
病院

・国が作成している「輸血療法の実施に関する指
針」の中で，「輸血に伴う感染症のリスクを減らす
ために，400mlの輸血用血液の使用等により，でき
るだけ供血者の数を少なくする。」とされている。
・200ml献血は小児科や低体重者に使用されている
が，県内での使用実績は全体の約1%，年間200本に
満たないため，採血に当たっては献血ルームで１週
間に数本程度を計画的に採血している状況であり，
それ以上の採血は廃棄となり善意を無駄にすること
になる。
・血液センター，教育委員会と協力して，高校生だ
けでなく養護教諭に血液や血液製剤に関する理解，
輸血を受ける患者のリスク軽減等の啓発を行う。
・高校生の献血への関心を高めるため，献血推進活
動を行う学生ボランティア等の協力を得るととも
に，献血出前講座や体験学習を行う。
・献血モバイル会員の登録者数については，若者向
けタウン誌の活用等周知に努めたことにより，平成
23年度の実績値が目標数値を大幅に上回っており24
年度の実績見込みが目標値を上回ると推計されるた
め，成果・効果の更なる向上を目指し，献血モバイ
ル会員登録者数の目標数値について，上方修正を検
討する。

Ｂ

Ａ

２つの指標の内１つが未達成で
あることからＢ評価とする。
若年層に献血を体験してもらう
ためには、200mlの献血も推進す
べきでないか。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
番号番号番号番号

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

3333－－－－5555　　　　生涯健康生涯健康生涯健康生涯健康とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

135 推進 → → →

77.7 75.9 74.2 72.4 79.8

すべて
50％

－

143 推進 → → →

1,000
人

2,000
人

3,000
人

4,000
人

3,553
　人

●「徳島県自殺者ゼロ作戦」に基づき、行政及び民間団
体における相談機能の強化や連携体制の構築等により、
自殺予防を強力に推進するとともに、「徳島県自殺予防
サポーター」（ゲートキーパー、傾聴ボランティアなど
自殺予防、傾聴の研修受講者）を新たに養成し、地域に
おける自殺対策の推進を図ります。

○自殺予防サポーター養成者数（累計）
    [21] － →[26]4,000人

●地域連携クリティカルパス*の推進等により、身近な
地域で本人の意向を尊重した「がん治療」が受けられる
環境づくりを進めるとともに、がん検診の受診率の向上
による死亡者の減少と治療の初期段階からの緩和ケア*
の実施によるがん患者及びその家族の療養生活の質の維
持向上を図ります。

○がんの75歳未満年齢調整死亡率*（人口10万対）
    [21]78.5 →[26]72.4

○がん検診受診率の向上
    [19]胃23.5％、大腸18.0％、肺20.2％、
　　   乳房17.0％、子宮19.0％→[26]すべて50％

－Ａ

Ｃ

がんの早期発見、早期治療のた
め、がん検診受診率を向上させ
ることは、非常に重要であり、
そのための取組は行われてい
る。一方、がん患者やその家族
については、身体的な苦痛だけ
でなく精神的な苦痛も抱えてい
る。　このため、「緩和ケア」
の取組を推進すべきと思うが十
分な取組が行われているのか不
明である。また、課題や今後の
取組方針にも記載がなく、どの
ように推進するのか不明である
ため、「Ｃ評価」とした。

保健

保健

がん対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、国
の計画に基づき、現在見直しを行っている徳島県が
ん対策推進計画においても、重点的に取り組むべき
課題の一つとして、『がんと診断された時からの緩
和ケアの推進』を掲げ、心のケア等を含む全人的な
緩和ケアを診断や治療の初期段階から充実させ、診
断から治療、在宅医療まで切れ目なく提供されるよ
う、拠点病院を中心に、地域連携を進めていく。ま
た、徳島がん対策センターや拠点病院、関係団体等
との連携により、ネットワークづくりを行っていく
とともに、県民に対しても緩和ケアについての普及
啓発を図っていく。

受講しやすい環境づくりのため、対象の拡大や保健
所が実施する研修の充実を図ったことにより平成23
年度の実績値が目標数値を大幅に上回っており、24
年度の実績見込みが目標値を上回るため、成果・効
果のさらなる向上を目指し、自殺予防サポーター養
成者数（累計）の目標数値について、上方修正を検
討する。
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4444－－－－1111　　　　　　　　未来未来未来未来へつなぐへつなぐへつなぐへつなぐ環境首都環境首都環境首都環境首都とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

3 推進 → → →

-

4
順次
拡大

→ → →

2件 2件 3件 4件 5件

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

県民

県民

番号

●「徳島県地球温暖化対策推進条例」に基づく「地球温
暖化対策推進計画」により、重点プログラムをはじめと
した温室効果ガス削減のための施策を推進します。

○温室効果ガス総排出量
        2020年段階で1990年と比べて25％削減

●地球にやさしい環境活動を県民を挙げて推進するた
め、とくしま環境県民会議が中心となって各主体の自主
的・積極的な取組を支援・拡大します。

基本目標基本目標基本目標基本目標4444「「「「環境首都環境首都環境首都環境首都・・・・先進先進先進先進とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

○高等教育機関との産学民官連携協働事業数（累
計）
　 [21] － →[26]4件

指標の目標達成のために必要
な、競争的資金獲得が難しいこ
とは分かるが、これは状況説明
であり、事業概要を進めるため
の課題としては適切ではないと
考えられるため、課題の洗い直
しが必要ではないか。
　

Ｂ

H23年度実績がH26年度にならな
いと分からないのでは、行動計
画に活かすことができない。指
標の再検討が必要。
また、県民目線から見れば、何
を行っているのか分からない。

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

Ｂ

　温室効果ガス排出量の算定については、環境省の
算定マニュアルに基づき、国の統計資料などのデー
タを活用して行うこととなっている。但し、排出量
算定の対象とされている国の統計資料等は公表され
るのに１年以上を要しているため、これをベースと
する排出量の算定には、２年程度の期間を要さざる
を得ない。
　ただし、温室効果ガス排出量削減に係る具体的な
温暖化対策については、別途、当行動計画の主要事
業として盛り込んでいるところであり、施策展開の
面から、温暖化対策の検証を行うことを可能として
いる。

再生可能エネルギーの導入や省エネ型ライフスタイ
ルの転換などをはじめとする環境対策については、
しっかりと腰を据えた長期間にわたる取組みが求め
られる。また、この取組を効果的に進めるために
は、高等教育機関をはじめ産学民官の各分野におけ
る英知や経験を結集し、うまく連携させるととも
に、事業をより充実させていくための外部資金等の
調達が必要である。このため、これらの取組の核と
なる産学民官の連携体制を今後とも、持続・拡大さ
せていくことが求められる。また、平成２３年度は
５つの事業について競争的資金が獲得できたことに
より目標を達成したので、数値目標の上方修正を検
討する。

19



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

7 推進 → → →

1箇所 2箇所 3箇所 2箇所

14 推進 → → →

1地区 1地区 2地区 調査

16 推進 → → →

2基 2基 3基 2基

県民

県民・
企業

農林

企業

マリンピア沖洲太陽光発電所及び和田島太陽光発電
所を活用し、自然エネルギー活用についての啓発
や、災害時における非常用電源としての活用システ
ムの構築に向けて、電気自動車を組み合わせて利用
する実証実験を行うよう見直す。

○民間と産学官による新たな「実証実験」の展開
（累計）
    [21] － →[26]3箇所

●農村地域において、再生可能エネルギーを有効活用す
るためのモデル地区を選定し、「クリーンエネルギーの
地産地消」を促進することにより、地域の活性化を図り
ます。

○再生可能エネルギーの導入モデル地区数
    [21] － →[26]2地区

→

●地域循環システムの構築に向けての体制整備及び風力
発電など新エネルギーの導入についての検討を進めま
す。また、市町村等における小水力発電*導入に関して、
技術支援を行います。

推進 → →

－

Ａ －

●自然エネルギー活用の大切さを啓発するため、川口発
電所を始めとした企業局施設に、啓発用設備の展示、既
設水力発電所の見学者通路の整備、太陽光発電設備の設
置を行います。

○企業局施設における太陽光発電設備
    [21]1基→[25]3基

Ｂ

社会実験を行うことを目標とす
るのは適切ではないと考えられ
る。むしろ社会実験を行った
後、どのようにすべきかという
ことに主眼を置く方がよいので
はないか。

●自動車の利用を抑制し、徒歩や自転車・公共交通機関
等の利用を促進する低炭素型の交通体系を構築するた
め、「サイクル・アンド・ライド」をはじめとする「環
境首都型通勤」の創造に向けた取組を推進します。

Ｂ －

12

　今切工業団地での低炭素通勤の実験では、約１５
０名の方に参加いただき、参加された方々の約８割
が今後も低炭素通勤を続けるとしている。
　このように、参加者には直接エコを考える機会を
与えるとともに、社会実験結果についてはホーム
ページ(攻めの省エネサイト)で広報するなど、社会
全体への取り組み拡大に向けた広報も行っている。

　平成２４年３月に「自然エネルギー立県とくしま
推進戦略」を策定し、本県への自然エネルギー導入
を推進しているため文言を改める。
　市町村等に対する技術支援は、小水力発電だけで
なく太陽光発電等も含めるとともに、県自らメガ
ソーラー発電を行う。

　全量固定価格買取制度の実施に伴い、取組みの機
運が高まった結果、平成２４年度の実績見込みが目
標値を上回ると推計されるため、数値目標の見直し
を検討する。
　また、数値目標を上方修正することから、「モデ
ル地区」という表現の見直しを検討する。

Ｂ
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

20
実証
実験

検討 → →

設置 設置

23 推進 → → →

75% 85% 95% 100% 70%

25 推進 → → →

40件 42件 43件 45件 55件

26 推進 → → →

90人 110人 130人 150人 50人

250人 350人 450人 500人 282人

20人 30人 40人 50人 14人

県民

県民

県民

企業

○ＬＥＤ照明設置実証実験（2施設）
    [23]設置

●県民共通の指針・規範である「環境首都とくしま憲
章」の県民、事業者、行政などあらゆる主体への普及
や、これに基づく自発的な取組を促進します。

●利用者が多く啓発効果が大きい施設の照明設備でＬＥ
Ｄランプの実証実験を行い、計画的な導入拡大を検討す
るとともに、二酸化炭素排出量削減に貢献します。

○「環境首都とくしま憲章」の県民への浸透度
    [21]69.0％→[26]100％

○環境アドバイザー派遣件数
　 [21]39件→[26]45件

●環境学習情報や環境イベントを一元的に集約し、提供
する「とくしま環境首都学校」の運営などを通じて、学
習機会の提供を行い、県民の環境学習に対する意欲を増
進させることにより、県民一人ひとりの自主的・積極的
に環境行動・活動を支援します。

●環境に関する高い意識と行動規範・実践力を持つ人材
を養成するため、各種講座を実施します。

○「とくしま環境マイスター」認定者数（累計）
    [21] － →[26]50人

○「とくしま環境学講座」受講者数（累計）
    [21] － →[26]150人

○「エコみらいリーダー育成事業」参加親子数（累
計）
    [21] － →[26]500人

－Ｂ

小中学校だけでなく、社会人に
向けたＰＲ活動も必要。

Ｂ

受講者が伸び悩んでいる原因は
何かを把握する必要がある。同
じような内容の講座がいくつも
ある。また、講座開講時間が受
講しにくい時間帯であるという
ことも考えられる。
３つの数値目標のうち、２つが
未達成であることや受講者が少
ない理由が把握されていないた
め、Ｃ評価とした。

Ｃ

H22年の実績が70.9%であり、実
績が低下したこと、活動内容も
昨年度と変わらないことから、
Ｃ評価とした。

また、「浸透度」に関して、受
講者アンケートや県のモニター
調査で測っているのであれば、
県行政にある程度関心のある人
を対象としていると考えられる
ので、県民全体へ拡大するとき
に、かなりの誤差があると考え
られる。指標の検討を行うべき
ではないか。

Ｃ

実証実験として２施設にＬＥＤ照明を設置したとこ
ろ、導入効果が見られたため、今後、照明器具の更
新時期や適応性等を考慮しながら、計画的な導入拡
大を図る方向で上方修正を検討する。

調査方法を実際に各県民の実践度を確認することと
し、調査対象も県のｅ－モニターだけではなく、イ
ベント会場や駅前でも実施するように検討する。

市町村へのパンフレット配布、ホームページでの広
報、県民会議会員や、民間企業へのダイレクトメー
ル等の送付によりPRに努める。また、平成２３年度
は小学校との連携がスムーズに進み、目標を達成し
たため、数値目標の上方修正を検討する。

アンケート調査等を実施し、受講者のニーズ把握に
努め、魅力のあるセミナー等の企画に努める共に他
部局との連携、講座等の再編を行う。また、マイス
ター講座の開催にあたっては、学生、教員等がより
参加しやすい曜日、日時等での開催を検討する。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

33 推進 → → →

△2% △3% △4% △5% －

4444－－－－2222　　　　循環型社会循環型社会循環型社会循環型社会とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

37 推進 → → →

800
人

1,200
人

1,600
人

2,000
人以
上

2,500人

39 推進 → → →

－

－

－

県民

県民

県民

　廃棄物連絡協議会等を通じ、一般廃棄物の処理主
体である市町村との連携を強化し、市町村と一体化
した取り組みに努める。
　また、リサイクル率など一般廃棄物の処理状況に
ついては、県が集計後国へ送付し、全国でのとりま
とめ後の結果公表となる。今後においては、県での
集計後の数値を暫定値としての記載を検討する。
　なお、一般廃棄物のリサイクル率は、市町村が関
与した廃棄物処理から算出したものであり、市町村
を介さない独自ルートによるリサイクルは、率に反
映されない（例：事業者から古紙問屋への売却な
ど）。そのため、現指標では社会全体の状況が把握
できないことから、独自ルートへの流出等の影響を
受けにくい品目（廃プラ、ＰＥＴ）に限定した指標
への変更を検討する。

●「エコオフィスとくしま・県率先行動計画」に基づ
き、庁舎の省エネルギー対策などの取組を推進します。

○県の事務及び事業に伴い排出される温室効果ガス
総排出量
    [26]5％削減（平成20年度比）

●産学民官で構成する「とくしま環境県民会議」を中心
に市町村や民間企業等と連携して、日常生活における
「見える化モデル」として「マイバッグでお買い物隊
員」の登録数増加を図ります。

○マイバッグでお買い物隊員数（累計）
    [21] － →[26]2,000人以上

○リサイクル率*（一般廃棄物*）
　 [20]18.9％→[27]28％

○1人1日当たりのごみ排出量
　 [20]994ｇ→[27]858ｇ

○最終処分率（産業廃棄物*）
　 [20]4.5％→[27]3.3％

●廃棄物の発生抑制・リサイクル促進のための普及啓発
活動を行います。

Ｃ

Ｂ

第二幕ではＣ評価であったが、
Ｈ２３年度の取組においても、
普及啓発だけを行ったというだ
けで何をしたのか、また、今後
の取組方針においても普及啓発
や情報提供を行うとしており、
具体的な取組が分からない。ま
た、数値目標は２年後でないと
分からず、数値目標を活かすこ
とができない。成果が上がって
いないのであれば、別の対策を
検討する必要がある。

Ａ －

－

（自己点検・評価において達成困難とした事業）
　「温室効果ガス総排出量５％削減」は、平成２２
年４月施行の改正省エネルギー法に基づき、「エネ
ルギー使用量を毎年１％以上低減を図る努力義務が
課されていること」を根拠にしたものであり、温室
効果ガスの排出量に直結する事項であることから数
値目標として設定している。
　平成２２年度実績が、基準年度（平成２０年度）
と比較して、温室効果ガス総排出量は２．８％増加
している。主たる原因として、当年度が猛暑と厳冬
により冷暖房のための電気、燃料の使用量の増加等
が挙げられる。県庁も努力義務が課される対象事業
者であるため、今後、昨今の節電対策を機に、一層
の省エネ・省資源に取り組む。

インディゴソックスの選手をエコ王子に認定するな
ど、新しい取り組みを行ったことにより目標を達成
したため、目標数値を上方修正する。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

46 推進 → → →

1件 1件 1件 2件 1件

4444－－－－3333　　　　安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なとくしまづくりなとくしまづくりなとくしまづくりなとくしまづくり

県民

県民

利用実績を上げるには、貸付等の要件緩和が考えら
れるが、適正なリサイクルの確保や県内における雇
用確保といった観点から現状の要件を緩和すること
は難しい。今後においては、事業者の利便性も考慮
し、当該制度に限らず、他の助成制度・融資制度
（ＮＥＤＯ、日本政策金融公庫など）も合わせてＰ
Ｒし、県内における環境関連産業の創出・振興を図
ることとし、新たに数値目標の設定も検討する。

●ゼロエミッション*の実現に寄与する環境関連産業の振
興を図るため、産学官による連携に努めるとともにリサ
イクル施設整備への支援を行います。

○環境関連産業の立地を促進する貸付金・補助金制
度の実施（累計）
    [21]1件→[26]2件

→
●生活排水対策などに向けた県民による自主的な活動の
支援や意識啓発を実施します。

推進 → →58

当事業のより効果的な実施方法を検討するという観
点から，教育委員会へも当事業の周知を図り，連携
して事業の実施に当たることで，より多くの学校に
参加を呼びかける。また，総合県民局等とも連携を
図ることで，事業の対象をさらに広げられるよう，
事業の実施方法を見直す。

Ｃ

Ｃ

小中学生を対象にした環境学習
を多数行っているが、小学校の
実情も考慮し、総合的な学習方
法について、教育委員会等と検
討してはどうか。また、対象者
は小中学生だけではないはずで
ある。他の属性の方々のことも
考慮し、取組を展開していく必
要があるのではないか。活動内
容、課題、取組方針から判断
し、Ｃ評価とした。

23年度の実績が1件となっている
が、これは、累計とあるところ
からすると、新規の「貸付金・
補助金制度の実施」ではないと
考えられる。その観点からする
と、17年度の実施以降、実績が
上がっていないことから、Ｃ評
価とした。新たな具体的な取組
を検討すべき。
なお、第二幕においてもＣ評価
であった。

また、評価項目についても、貸
付金・補助金制度の利用件数で
評価するしかないのか。他の評
価項目は考えられないのか、検
討する必要があるのではない
か。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

72 推進 → → →

6モデ
ル

8モデ
ル

10モ
デル

12モ
デル

6モデル

74 推進 → → →

5ルー
ト

6ルー
ト

4ルート

75 推進 → → →

作成 －

生産性の向上を図り、収益性の高い畜産業の実現に
向け、環境に配慮しながらチャレンジするモデル事
業を支援するものであり、「経済・新成長とくし
ま」へ移行することを検討する。

県民

農林

県土

県土

「へんろ道」や「四国のみち」との連携の観点か
ら、「ルートマップ」作成の際には、これらのコー
スや「四国霊場八十八カ所」を記載するなど、一般
の方に馴染みのあるものになるよう、取組内容を見
直す。

→

○「とくしま風景街道」ルート数
    [21]4ルート→[26]6ルート

●生産性の向上や飼料自給率の向上など、新たにチャレ
ンジするモデル的な取り組みを支援し、持続的で地球環
境にやさしい畜産の導入を推進します。

○チャレンジモデルの取組数（累計）
    [21]2モデル→[26]12モデル

●住民と行政が協働で道路景観の向上を図り、地域の歴
史・文化や自然を活かした地域づくりを支援する「とく
しま風景街道」の取組を推進します。

●「四国のみずべ八十八カ所」のＰＲを行うとともに、
八十八カ所以外の番外箇所の新たな掘り起こしを行い、
ルートマップを作成して県内外へ「徳島のみずべ」の魅
力を情報発信します。

○ルートマップの作成
    [26]作成

67
●県民と事業者間の信頼関係を構築するため、リスクコ
ミュニケーションを推進します。

推進 → →

環境への負荷の少ない農業を推
進することを目標としているこ
とから、H23の取組や課題につい
ては、「経済・新成長とくし
ま」で取り上げるべきである。
よって、Ｃ評価とした。数値目
標の数値も環境負荷軽減以外の
ものは、実績から引くこと。

Ｃ

「へんろ道」や「いにしえ夢街
道」、「四国のみち」、また、
「みずべ八十八ヶ所」などもあ
ることから、連携した取組が効
率的ではないか。
取組内容の見直しが必要であ
り、また、今後の取組方針も非
常に抽象的であるため、Ｃ評価
とする。

Ｃ 同上

Ｃ

Ｃ

事業者等の負担を軽減する観点から、単独の事業と
してリスクコミュニケーションの推進を図るだけで
はなく、新たに事業者等が県民との間で行っている
環境活動等の一環として実施することなどにより、
リスクコミュニケーションの推進を行う方向で見直
す。また、セミナー等への参加者等についての目標
の設定を検討する。

他の取組との連携の観点から、「へんろ道」等で地
域づくりを行っている他の団体等に対して、「とく
しま風景街道」の取組についての情報発信を強化す
るとともに、「とくしま風景街道」の広報活動時に
は、他の団体の取組も含めた内容に見直し、より効
果的な取組とする。

目標がないため、今後の取組が
はっきりしないのではないか。
課題において、「さらなる取組
の強化については、事業者の負
担が大きい」とあり、今後の推
進は非常に難しいことであるこ
とがわかるが、課題解決策が具
体的には何も挙がっておらず、
今後の取組方針も不明瞭である
ため、Ｃ評価とした。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

4444－－－－4444　　　　自然共生社会自然共生社会自然共生社会自然共生社会とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

87 推進 → → →

毎年
調査

毎年
調査

毎年
調査

毎年
調査

調査

89 推進 → → →

18
市町
村

19
市町
村

20
市町
村

21
市町
村

20
市町村

285件 300件 320件 340件 450件

2施設 2施設 3施設 3施設 2施設

22頭 30頭 32頭 34頭 30頭

6河川 6河川 6河川 －

県民

農林

国の鳥獣被害防止総合対策交付金を確保し、侵入防
止柵の整備やモンキードッグの育成を推進した結
果、集落等で取り組んだ防止施設等の整備件数及び
モンキードッグの育成頭数は平成２３年度の実績値
が目標数値を上回った。今後、成果・効果の更なる
向上を目指し、目標数値の上方修正を検討する。イ
ノシシ・シカの処理加工施設については、獣肉の利
活用や普及を進める上で重要な要素であるため、目
標数値の上方修正を検討する。

アライグマについては、全国的に農作物等への被害
が発生していることから特定外来生物に指定されて
おり、本県でも鳴門市を中心に捕獲や調査を進めて
きた。また同様に、特定外来生物であるアルゼンチ
ンアリについても、これまで緊急雇用創出事業によ
り徳島市の木材団地内で駆除対策や生息調査を実施
してきた。今後も引き続き市町村・地域住民・企業
や関係団体などと連携し、対策を進めて行く。

●外来種についての基礎調査を行うことにより、生態系
の保全や農林水産業への被害の防止を推進します。

○特定外来種（アライグマ・アルゼンチンアリ・オ
オクチバス・ブルーギル等）の生息状況を明らかに
するための調査
　 [23]～[26]毎年調査

○集落等で取り組んだ防止施設等の整備件数（累
計）
　 [21]273件→[26]340件

○イノシシ・シカの処理加工施設数
　 [21] － →[25]3施設

●農林漁業の生産活動を促進するため、サル・イノシ
シ・シカ・カワウなどの鳥獣被害対策を総合的に進めま
す。

○市町村被害防止計画の策定数（累計）
　 [21]16市町村→[26]21市町村

○モンキードッグ*育成頭数
    [21]17頭→[26]34頭

○広域連携によるカワウ被害防止対策取組河川数
　 [21] － →[26]6河川（県下全主要河川）

Ｃ

鳴門市と共同でカメの捕獲を
行っているが、大きな問題に
なってから取り組まれている。
調査だけでなく、駆除対策にも
取り組むべきで、対策が遅いの
ではないか。

－Ｂ
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

4444－－－－5555　　　　豊豊豊豊かなかなかなかな森林森林森林森林
も り

とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

100 推進 → → →

30件 40件 50件 60件 31件

70
企
業・
団体

80
企
業・
団体

90
企
業・
団体

100
企
業・
団体

73
企業・
団体

2箇所 3箇所 4箇所 5箇所 2箇所

311ha 470ha 560ha 650ha 571ha

創設 推進

県民・
農林

民間企業が所有する森林での認証が促進されている
ことで、平成２３年度の実績が平成２５年度の目標
数値を上回ることから、成果・効果の更なる向上を
目指すため、オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥ
Ｒ）認証面積の目標数値について、上方修正を検討
する。また、国の制度改正により名称が変更となる
ため、これに併せて数値目標項目名の変更を検討す
る。

－Ａ

○個人寄附金による森づくり箇所数（累計）
    [21] － →[26]5箇所

○オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）*認証面積
（累計）
    [21]129ｈａ→[26]650ｈａ

○関西広域連合における「森林づくりカーボン・オ
フセット制度」の創設
    [26]創設

●森林の重要性をＰＲするとともに、ボランティアや企
業・県民と協働した森づくり活動や、森林のＣＯ2吸収量
を活かした排出量取引制度の導入を推進します。

○県民参加による植樹など森づくり件数（累計）
    [21]12件→[26]60件

○カーボン・オフセットに基づく森づくり企業・団
体数（累計）
    [21]15企業・団体→[26]100企業・団体

26



5555－－－－1111　　　　安心子育安心子育安心子育安心子育てとくしまづくりてとくしまづくりてとくしまづくりてとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

6
開講・
推進

→ → →

開講 → → → 開講

100人 35人

25 推進 → → →

220
事業所

230
事業所

240
事業所

250
事業所

243
事業所

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

Ｂ

「若者未来創造塾」について、子
育て機能の向上を大きな目標にし
ているが、平成２３年度の取組を
みると「恋俳句レッスン」であっ
たり、「２０代からの経済学」、
「若者がとどまりたい街づくり」
などの講座も認められ、「子育
て」に対する事業内容かどうか疑
問であるため、Ｂ評価とした。た
だ、青年が夢を語ったり、徳島の
未来に積極的に関わっていく、
「若者未来創造塾」の目的は大い
に評価できるため、行動計画の中
に、新たに重点戦略を設定すれば
いいのではないか。

番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

●徳島の未来を担う若者が、徳島県の現状や人口減
少社会の到来など新たな時代潮流について学習した
り、結婚や子育てを含む自らの将来について語り合
う機会を通じて、徳島の未来に積極的に関わってい
けるよう「若者未来創造塾」を開講します。

平成２３年の法改正（一般事業主行動計画策
定・届出の義務づけ対象事業所の拡大）を踏ま
え、国と連携し広報を積極的に行ったことなど
により、平成２３年度の実績値が目標数値を大
幅に上回り、平成２４年度の実績見込みが目標
値を上回ると推計されるため、成果・効果の更
なる向上を目指し、「一般事業主行動計画策
定・届出事業所数（累計）」の目標数値につい
て、上方修正を行う。

商工Ｂ

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

当事業は、次代の親となる若者を対象として
「徳島の魅力」や「まちづくり」に関すること
を学んで頂き、徳島の将来に積極的に関わって
いくことのできる「地域リーダー」としての若
者を養成する事業であり、子育てを含めた地域
社会の課題に真剣に取り組む若者が増えること
で、みんなで子育てを支援できる社会が実現で
きると考えており、今後も施策の推進に努めて
参りたい。なお、目標項目「子育て機能の向
上」から、事業に沿うわかりやすい目標項目に
変更する。

－

●県内企業等への戸別訪問やセミナーなどを実施
し、中小企業等における「一般事業主行動計画」の
策定や「ポジティブ・アクション」の積極的な取組
を促進することにより、仕事と子育て等が両立する
ための環境整備を進めます。

○一般事業主行動計画策定・届出事業所数（累
計）
　　　(100人以下の事業所)
　 [21]149事業所→[26]250事業所

○「若者未来創造塾」の参加者数(累計)
[21] － →[23]100人

○「若者未来創造塾」の開講
      [23]開講

基本目標基本目標基本目標基本目標5555「「「「みんながみんながみんながみんなが主役主役主役主役・・・・元気元気元気元気とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

部局部局部局部局

保健
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

5555－－－－2222　　　　高齢者活高齢者活高齢者活高齢者活きききき活活活活きとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくり

37 推進 → → →

4,550
人／年

4,700
人／年

4,900
人／年

5,100
人／年

3,726
人／年

5555－－－－3333　　　　障害者活障害者活障害者活障害者活きききき活活活活きとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくりきとくしまづくり

51 推進 → → →

14頭 15頭 16頭 17頭 14頭

5555－－－－4444　　　　ユニバーサルユニバーサルユニバーサルユニバーサルとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

障害者が必要とするニーズに対応した居宅サー
ビスの充実に向け、新たに視覚障害者生活訓練
事業の受講者延べ数（累計）を数値目標として
追加する。

「とくしま公共事業ユニバーサルデザイン推進
プラン」を充実するため、施設の整備基準やこ
れまでの整備事例等を体系的にわかりやすく整
理した推進プランを補完する「ガイドライン」
を今年度中にとりまとめるよう、取り組んでい
る。

Ｃ

「とくしま公共事業ユニバーサル
デザイン推進プラン」の改定状況
が不明であり、また、「整備事例
の収集」が課題となっていること
は疑問であることから、「Ｃ評
価」とした。

Ｂ

平成２３年度の取組として、盲導
犬を１頭を育成、貸与したとなっ
ている。これも当然必要なことと
思うが、ここでは、もっと幅の広
い施策を推進していくことが求め
られているのでないか。新たに指
標を追加して、進捗管理を行った
らいいと思う。

57
●「とくしま公共事業ユニバーサルデザイン推進プ
ラン」を改定し、ユニバーサルデザインによるまち
づくりを推進します。

改定・
推進

→

○介護サービス従事者の研修参加者数
    [21]4,394人／年→[26]5,100人／年

○補助犬の登録頭数（累計）
    [21]12頭→[26]17頭

→推進

●障害者が住み慣れた地域で安心した生活が送れる
よう、居宅サービスの充実を図ります。

　介護保険制度が発足して１０年以上経過し、
市町村や社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間事業
者による、介護サービス従事者を対象とした研
修が増えている。
　こうした実態を踏まえ、今後、県において
は、地域の核となるリーダー的人材の育成を図
る観点から、介護サービス従事者の高度な技
術・知識の修得に繋がるような研修を重視して
いくこととし、数値目標についても見直す方向
で検討する。

県土

保健

参加者については、平成２２年度
に比較し増加しているものの、平
成１９年度から２１年度までの実
績を下回っている。高齢者に対
し、質の高い介護サービスを提供
するためにも、必要な研修を受講
し、資質の向上を図る必要がある
ことから、「Ｃ評価」とした。今
後は、研修参加者を増やす工夫が
必要である。

Ｃ

●介護サービス従事者*の研修等を通じ、介護サービ
スの質の向上を図ります。

保健
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見番号 主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局

5555－－－－5555　　　　共助共生共助共生共助共生共助共生とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

68 推進 → → →

54人 56人 58人 60人 61人

90人 120人 150人 180人 69人

Ｃ

障害者が必要とするニーズに対し総合的なコ
ミュニケーション手段等の確保を図るため，手
話通訳者・要約筆記者をはじめ，点訳・音訳奉
仕員の養成を行うとともに各種ボランティア等
の確保に努める。

手話通訳者だけを増やすのではな
く、点訳のボランティアの育成も
含め、取組の強化を図る必要があ
るのではないか。また、オンリー
ワン徳島行動計画（第二幕）より
手話通訳の目標を下げていること
もあり、敢えて、平成２３年度の
取組を低く評価した。

●障害者のコミュニケーション手段等を確保するた
め、手話・要約筆記・点訳等の専門的知識・技能を
有する各種ボランティアの他、地域における生活を
支援するためのサポーターを育成するとともに、県
民への理解と普及を促進します。

○県登録手話通訳者数
    [21]53人→[26]60人

○「障害者サポーター」数（累計）
     [21] － →[26]180人

保健
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6666－－－－1111　　　　まなびのまなびのまなびのまなびの礎礎礎礎
いしずえ

とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

16 推進 → → →

74.2%
64.6%

75.2%
65.6%

76.2%
66.6%

77.2%
67.6%

70.1%
58.1%

　就学前教育と小学校教育とのつながりを円滑にす
る観点から，次の内容の取組が行われている。
○幼稚園と小学校との教職員間では，「小学校入学
に当たっての担当者会議」「合同の会議や研修会」
「保育・授業参観・授業研究会」等が実施されてい
る。
○幼稚園児と小学校児童の交流では，「合同行事
等」「保育・授業への相互参加」「園庭・校庭の相
互開放等」が実施されている。
○保育士と幼稚園教師間の交流では，「情報交換」
「合同の会議や研修会」「保育研究会等」が実施さ
れている。
○保育所児と幼稚園児の交流については，「合同行
事」「園庭の相互開放」「保育への相互参加」等が
実施されている。
　これらの取組により，「教職員間での子ども理解
への深まり」「子ども同士の相互理解の深まり」
「学習活動等の段差に対する小学校入学時における
児童の精神的負担の緩和」「児童の実態に応じた教
育内容の見直し」「特別支援教育を要する児童への
適切な支援体制の確立」等の成果が上がっている。
　今後も，「あわ教育発表会」における「幼小中連
携推進モデル事業～学びのかけ橋プロジェクト事
業」の研究指定校・園の実践報告による連携への取
組の成果の普及等を図るとともに，一人一人の子ど
もたちの特性や発達段階に応じた教育活動が推進さ
れるように各保育所・幼稚園・小学校の教職員がよ
り一層意識して連携への取組が継続されるよう推進
していく。

部局部局部局部局

教育

教育

読書の生活化プロジェクトⅢを実施し，毎月23日を
家庭読書の日とし，その週を家庭読書推進週間に位
置づけ，家庭読書につながる取組を実施する。年間
2回，平均読書時間等を調査し，調査結果を学校に
周知することを通し実効性を高めていく。

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

●子どもの読書活動推進計画に基づき、県内全域で読書
習慣の定着を図ります。

○家や図書館で1日10分以上本を読む児童生徒の割合
    小5 [21]66.0％→[26]77.2％
    中2 [21]55.5％→[26]67.6％

●就学前教育と小学校教育とのつながりを円滑にするた
め、保育所・幼稚園・小学校の適切な連携の在り方につ
いての研究を進め、成果を普及します。

推進

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

基本目標基本目標基本目標基本目標6666「「「「まなびのまなびのまなびのまなびの邦邦邦邦
　くに　

・・・・育育育育みとくしまみとくしまみとくしまみとくしま」」」」

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

→ → →

番号番号番号番号

17 Ｃ
具体的な取組や成果が見えない
ことから、Ｃ評価とした。

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見
（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

Ｃ

読書は教育の基本であり、学力
向上、人間性の向上に重要なこ
とであることから、この状況を
調査・解析して読書率の向上に
向けた取組の工夫、対策に努力
が必要であることからＣ評価と
した。

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

30



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号
戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

25 推進 → → →

小5、
中2と
も全
国平
均以
上

全国調査
なし（震
災）

29 推進 → → →

全国
平均
以下

女子６
才・８才
平均以下

30
策
定・
推進

→ → →

62% 65% 68% 70% 77.3%

91% 95% 98% 100% 96.5%

子どもの体力向上の観点から
○各小・中学校が作成している「体力向上計画」の
優れた取組を新たに研修会等で周知し,自校の取組
に生かせるようにする。
○各校の新体力テストの結果を分析だけにとどまら
ず,次年度の「体力向上計画」に反映させる。
○現在,授業力向上のため小学校の体育授業に派遣
している大学教員等を,新体力テストの結果が全国
平均に満たない学校に重点的に派遣する。
○ICTを活用したランキングシステムによる「手軽
にできる運動」の種目を増やしたり,家庭で取り組
める内容を追加したりして参加数を増やし,運動習
慣の確立を図る。
○徒歩通学や外遊びをより一層推進する。
○トップアスリートを招聘した講演会をはじめ,
ホームページや紙面等により,子どもの体力向上に
対する効果的な家庭への啓発を図る。

教育

教育

教育

食事、運動など総合的な取組に
よって、根本的な課題解決を目
指す必要がある。学校、家庭、
専門家などと連携した「改善推
進モデル事業」を早急につくっ
てほしい。長年の課題である
が、成果が出ていないことか
ら、Ｃ評価とした。

○「全国体力運動能力調査結果」における全国順位
     [21]小5男子：全国47位、中2女子：全国38位
          →[26]小5、中2ともに全国平均以上

●学校保健の充実を図るとともに、学校・家庭・地域・
専門機関と連携し、子どもたちの現代的な健康課題の解
決に取り組みます。特に、望ましい生活習慣の定着を図
り、児童生徒の肥満予防・肥満対策、生活習慣病予防対
策を推進します。

○肥満傾向児の出現率
　 [21]小･中･高の全年齢で全国平均を上回っている
　　　 　 →[26]小･中･高の全年齢で全国平均以下

●児童生徒の社会的・職業的自立に向けた基礎的な能力
の向上や勤労観・職業観の育成を図るため、県下全域に
おける職場体験や就業体験の取組を推進します。

●児童生徒の実態把握をもとに、学校・家庭・地域が連
携した取組を実施し、児童生徒の体力向上を図ります。

○高校におけるインターンシップの実施率
    [21]54％→[26]70％

○中学校における職場体験の実施率
　 [21]83％→[26]100％

　高度肥満や糖尿病・腎臓病の疑われる児童生徒に
対して平成２４年度から小中高全ての校種におい
て，学校と医療が連携した全県的な医療個別アプ
ローチを実施している。
　この結果を活かし、今後、医療機関への受診率の
低い学校へは，児童生徒，保護者に対してより丁寧
な個別指導を行うなど，受診率の向上を指導し，肥
満の改善や生活習慣病の予防に一層努めていく。
　また中等度・軽度肥満の児童生徒に対しては，食
事・運動などの個別指導をさらに強化し，個の状況
に応じた継続した取組を進めていく。
さらに、地域学校保健委員会の開催を促進し，学
校・家庭・地域が連携した肥満予防，生活習慣病予
防について、課題の解決に向けた体制づくりを推進
するよう働きかけていく。

Ｃ

体力の全国順位があまりにも低
い。長年改善されていないこと
は非常に残念なことである。学
力向上、心身の健康などすべて
に影響する事業であることか
ら、早急な対応が必要であると
判断し、Ｃ評価とした。

Ｃ

インターンシップ関連事業の実施，キャリア教育の
理解等に向けた小冊子「キャリア教育の推進に向け
て」を各小中高校へ配布，校長会や市町村教育委員
会へ職場体験実施に向けた依頼等の取組により，職
場体験・インターンシップ実施率が目標値を上回っ
たので，現状に合った目標値に見直す。

Ｂ －
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号
戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

6666－－－－2222　　　　個性尊重個性尊重個性尊重個性尊重とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

31 準備 開校 → →

開校 準備

32人 64人 96人 －

35 推進 → → →

80% 80% 80% 71．5%

6666－－－－3333　　　　みんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくりみんなのまなびやとくしまづくり

45 推進 → → →

5
市町
村

10
市町
村

15
市町
村

24
市町
村

13市町村

48
順次
拡大

→ → →

5校 10校 15校
20校
以上

5校

　防災クラブの設置は，全国的にも例を見ない先進
的な取組であり，実施にあたっては様々に検討を重
ねながら進めているところである。
　１年目は津波被害の想定される沿岸部の学校５校
を，２年目は土砂災害や洪水等の被害が想定される
地域の学校を含めた５校を指定し，実施してきた。
　今後とも地域と連携し優れた取組を普及し，防災
クラブの設置をできるだけ前倒しで進めていきた
い。

教育

学校支援地域本部設置・学校サポーターズクラブ認
証は、地域の方々によるゲストティーチャー（学習
支援）、部活動支援、環境整備、スクールガード等
のボランティア活動をコーディネーターを配置する
ことによって促進する取組である。地域の方々が学
校支援ボランティア活動をとおして、子どもたちの
育みに参画し地域の教育力を高めてきたが、今後本
事業をより一層広報することとする。

教育

教育

取得に向けた支援を積極的に行
うべき事業と判断し、現有の取
得講座受講のための個人負担制
度は取得の推進に逆行するもの
として、Ｃ評価とした。

Ｃ

○特別支援学校に勤務する教諭の特別支援学校教諭
免許状保有率
　 [21]73％→[26]80％

○県立学校の「防災クラブ」の設置数（累計）
    [21] － →[26]20校以上

●地域の教育力を向上させるため、学校支援地域本部や
学校サポーターズクラブによる取組を進め、学校・地域
において教育活動支援を展開する学校地域応援団の設立
を目指します。

●地域住民と連携した防災教育を推進し、児童生徒の防
災対応能力の向上と地域防災の担い手の育成を図りま
す。

○学校サポーターズクラブの設置市町村数
    [21] － →[26]全市町村

●特別支援教育の充実を図るため、教員の専門性向上に
取り組みます。

 受益者負担については，平成21年度から始まった
免許更新制についても受講者負担となっており，今
後も継続するが，免許保有者が少ない視覚障害・聴
覚障害領域の免許状取得のための講座を毎年開設す
ることや，免許状取得についてのガイダンスを丁寧
に行うことにより，今まで以上に免許を取得しやす
いよう工夫し，免許状保有率の向上を図る。

Ｃ

学校支援地域本部、学校サポー
ターズクラブ、クラブ認証など
でどのように地域の教育力を高
めるのか不明確なためＣ評価と
した。

Ｃ

全校に防災クラブを設置し、ク
ラブを通じて対応能力の向上を
図るべきであるが、防災クラブ
の設置が遅いためＣ評価とし
た。

－ 教育

　平成24年度「ハナミズキ・プロジェクト」におけ
る教育施設として県立みなと高等学園が開校したこ
とから、開校後のみなと高等学園の取組を示す表現
を加え，指標の見直しを行う。
　発達障害教育支援の拠点である、みなと高等学園
を事務局とした「徳島県発達障害教育研究会」を発
足し、発達障害教育に関する各種の研究を深める。
25年度は県立学校（高等学校、特別支援学校）が参
加し、順次小・中学校からも参加を受け入れること
とし，研究会の規模を拡大しつつ研究内容を充実、
発展させる。

●「ハナミズキ・プロジェクト*」における教育施設とし
て、病弱等を伴う発達障害の生徒に対して、社会的・職
業的自立に向けた教育を行う、全国に先駆けた「オン
リーワン施設」となる「徳島県立みなと高等学園」を設
置します。

○徳島県立みなと高等学園の設置
    [24]開校

○徳島県立みなと高等学園生徒数
    [21] － →[26]4学科96人

Ａ

32



ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号
戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

49 推進 → → →

全中
学校
区に
組織

－

9,000
人

10,00
0　人

11,00
0　人

12,00
0　人

9,500人

事故
件数
の
50％
以内

75.9％

全
小・
中・
高校
で実
施

67校

50 推進 → → →

14校 21校 28校 35校 15校

6666－－－－4444　　　　生涯生涯生涯生涯まなびとくしまづくりまなびとくしまづくりまなびとくしまづくりまなびとくしまづくり

　「徳島県食育推進計画」に基づき、２４全市町村
において、「食育推進計画」を樹立、市町村など関
係者と連携した取組みに努めている。人材の育成に
ついては、食育推進ボランティアの登録や、食をめ
ぐる諸課題や県の取組みについての情報提供、食育
の意義や必要性などを効果的に伝達するためのスキ
ルアップ研修会、事例研修や報告会を行い、食育推
進リーダーを養成することにより図る。

　児童生徒の交通事故は毎年400件以上発生してい
る。自転車事故だけでなく、すべての交通事故を減
少させるため、数値目標を改める。
　防災訓練については、県内すべての学校で積極的
に実施されている。２６年度には、すべての小・
中・高等学校で地域住民参加の防災訓練が実施でき
るように取組を強化する。

教育

農林

教育

●関係機関等と連携しながら「徳島県食育推進計画」の
着実な推進とともに、人材の育成を図ります。

推進 →

○あん・あんサポートネットの組織化
    [21] － →[26]全中学校区に組織

○地域住民参加の防災訓練実施数
    [21] － →[26]全小・中・高校で実施

○あん・あんサポーター（スクールガードリーダー
等を核とした学校安全ボランティア）の登録数
    [21] － →[26]12,000人

○児童生徒の自転車乗車中の事故数
    [21]事故件数の68％→[26]事故件数の50％以内

61 → →

●地域住民の積極的な参加による防犯・交通安全・防災
の総合的な学校安全ボランティア活動の支援を行い、幼
児・児童生徒の安全確保を図る取組を継続的に推進しま
す。

●「地域の教育・文化の創造拠点」としてのオンリーワ
ンハイスクールをより一層推進し、学校と地域との連携
を強め、生徒の主体的な活動を引き出しながら、地域に
貢献する学校づくりを進めるとともに、学校と地域の好
循環を促します。

Ｃ

食育推進のための人材育成を目
標にしているが、Ｈ２３年度の
取組内容において、啓発活動の
みが記載されている。また、課
題において「効果の測定」を掲
げているが、常に気にしておく
べきことで、課題としては相応
しくない。

自転車事故率という数値目標に
ついて、いかにも多くの事故が
起こっているという印象を受け
ないよう、現状が把握できる表
示方法を検討してほしい。
防災訓練実施の数値目標の見直
しも必要。

Ｂ

これまでの地域貢献を行う学校を支援する「オン
リーワンハイスクール『元気とくしまプロジェク
ト』」は、リーディングケースをさらに伸ばすこと
により、全県的なレベルアップを図ることができた
ので、平成２４年度で終了し、平成２５年度から
は、さらに「地域貢献」から「全国」、そして「世
界」を目指しながら、閉塞感を打開する若々しい取
組を行う学校を支援する「スーパーオンリーワンハ
イスクール事業」として再構築を行う。

○「オンリーワンハイスクール『元気とくしまプロ
ジェクト』」実施校（累計）
    [22]7校→[26]35校

Ｂ －
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号
戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

67 推進 → → →

1,525
人

1,550
人

1,575
人

1,600
人

1,646人

68 推進 → → →

全市
町村

推進

70 推進 → → →

25品 35品 45品 50品 15品

6666－－－－5555　　　　青少年健全育成青少年健全育成青少年健全育成青少年健全育成とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

74 整備 → → →

3箇所 1箇所

とくぎんトモニプラザ（県青少年センター）の持つ
青少年の活動拠点機能の一部を、総合県民局や市町
村と連携し、県南部・県西部の青少年が容易に利用
できるよう展開する。平成２４年度には、実証実験
として、青少年講座とスポーツ教室を県民局等にお
いて実施しており、また、事前の予約制によるここ
ろの電話相談（対面相談）の実施を予定している。
なお、活動拠点機能の県南部・県西部での展開時期
の前倒しを検討する。

県民

農林

教育

　食育を効果的に進めるためのスキルアップ研修
会、事例研修会や報告会を実施し、食育推進リー
ダーを育成している。さらに、このリーダーを核と
して、学校教育や地域活動の場における地産地消料
理実習や農林漁業体験、食育教室を開催するなど食
育推進ボランティアと「連携」した食育を推進す
る。また、数値目標である「食育推進ボランティア
登録数」については上積みを検討する。

　学校給食は給食センターで調理され各学校へ配送
されることが多く，各学校で調理する場合も食材の
選定は主に市町村単位で行われるため，学校では選
定困難なシステムになっている。
　各市町村では，これまでにも地元の旬の食材を活
用した学校給食の提供に積極的に取り組んでおり，
また地場産物を活用した学校給食を「生きた教材」
として，学校における食育推進を図っている。
　今後は，市町村ごとの取組を新たに県がまとめ，
ＨＰ等において効果的に広報・啓発し，新鮮でおい
しい徳島の食材を活用した食育を推進する。

　生涯にわたっての食育及び教育という観点から、
食生活が乱れがちな学生や単身者など、幅広い方々
の「日常的な拠点」となっている「コンビニエンス
ストア」を「食育の場」として捉え、「食育推進協
力店」として登録し、啓発活動や、県産野菜たっぷ
りのお弁当など、健康に配慮した商品の開発を行う
など、「食育推進」の活動に協力いただいている。
　コンビニエンスストアの利用者が食育に関心を持
ち、食生活を改善していただけるよう、栄養のバラ
ンスを考えた商品の提供と「野菜を食べよう」「朝
ご飯を食べよう」「バランスの摂れた食事をしよ
う」等の食育の取組みを推進していく。

●地場産物を活用した食育を推進するため、地元の旬の
食材を取り入れた学校給食「旬の食材活用月間」の設
定・推進を図ります。

○地元の旬の食材を取り入れた学校給食導入市町村
数
    [21] － →[26]全市町村

●学校や地域における食育を効果的に進めるため、地産
地消料理や郷土料理などを指導するリーダーを育成しま
す。

○食育推進ボランティア登録数（累計）
    [21]1,391人→[26]1,600人

●コンビニエンスストア等と連携して食育の取組を推進
します。

○地産地消・食育メニュー商品数（累計）
    [21]3品→[26]50品

●「とくぎんトモニプラザ」を核とし、さらに県南、県
西への拠点機能を整備することにより、全県的な青少年
の活動拠点機能を整備します。

○県内拠点機能数
    [21]1箇所→[26]3箇所

農林

　ここは、「まなびの邦・育み
とくしま」の中の食育を推進す
る項目である。
　しかし、取組内容はコンビニ
を食育協力店に認定することや
コンビニの商品開発を行う内容
になっている。
　県民に食についての教育を行
う取組が、課題、今後の取組に
も認められず、農林水産物の消
費拡大の取組となっているため
Ｃ評価とした。

Ｃ

Ｃ

自殺防止対策やスポーツ振興に
係る講演会等を実施するための
拠点機能整備事業なのか、具体
性に欠けるため、Ｃ評価とし
た。

学校と地域の連携を強め、地域
性に富んだ食材の導入を積極的
に推進することは評価できる
が、学校現場で判断し推進する
事業と考え、Ｃ評価とした。
なるべく早く、県内全体の学校
で推進されるようにしてほし
い。

Ｃ

食育ボランティアとの連携が難
しい状況下では本事業の推進は
難しく、根本的な見直しが必要
と判断して、Ｃ評価とした。

Ｃ
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626
部局部局部局部局

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画）））） 実績値実績値実績値実績値

（（（（23232323年年年年
度度度度））））

番号番号番号番号
戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

（（（（他他他他のののの審議会等審議会等審議会等審議会等のののの意見意見意見意見））））

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

75 実施 → → →

460人 520人 580人 640人 511人

80 促進 → → →

8.6% 6.9%

県民

県の政策・方針決定過程への若者の参画を促進する
ため、委員公募時に若者の優先について検討すると
ともに、特定の専門分野に係る識見を有する若者の
登用を進める有効な手段として若年者人材リストの
整備・運用を図る。

県民Ｃ

青少年リーダーは、さらに育成
する必要があるのか、人材を育
成してどのような活動や成果を
期待しているのか不明なため、
Ｃ評価とした。

Ｃ

とくぎんトモニプラザ（県青少年センター）に活動
の拠点を置く青少年活動団体や青少年サークル団体
が、地域活動、国際交流やスポーツ活動等を活発に
展開するためには、優れた青少年リーダーの存在が
不可欠である。このため、各種講座等を実施するこ
とにより、世代交代等に対応したリーダーの育成を
図るとともに、リーダーを始めとした団体構成員の
全体的な資質向上を目指す。

●青少年が様々な活動に主体的に参加するためのノウハ
ウを学ぶ機会や、活動を支援する人々との交流の場を提
供し、青少年リーダーや青少年活動指導者を育成しま
す。

○青少年指導者養成講座参加者数（累計）
    [21]369人→[26]640人

●県審議会等委員への若者の登用を進め、若者の政策・
方針決定過程への参画を促進します。

○「県審議会等委員に占める若年者（40歳未満）」
の割合
    [21]4.3％→[26]8.6％

若者を参加させるのであれば、
公募して、しっかりした意見の
持ち主を登用することが適当で
あると判断し、Ｃ評価とした。
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7777－－－－1111　　　　誰誰誰誰もがもがもがもが幸福幸福幸福幸福とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

15 推進 → → →

18
市町
村

20
市町
村

22
市町
村

24
市町
村

17市町村

7777－－－－2222　　　　協働立県協働立県協働立県協働立県とくしまづくりとくしまづくりとくしまづくりとくしまづくり

20 支援 → → →

11
協定

14
協定

17
協定

20
協定

18
協定

22 推進 → → →

12
団体

24
団体

36
団体

50
団体

55団体

70人
140
人

210
人

300
人

160人

1
箇所

2
箇所

3
箇所

ー

「「「「いけるよいけるよいけるよいけるよ！！！！徳島徳島徳島徳島・・・・行動計画行動計画行動計画行動計画」」」」改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

各種情報の集積・発信を行うため、とくしま県民活
動プラザ内に平成２３年度に創設した「ゆめバンク
とくしま」が、今年度までに想定以上の利用とな
り、目標を達成したため目標数値を見直す。今後
は、創設当初のような増加は見込めないものの、着
実な増加に努めていく。

部局部局部局部局

保健

農林

県民

児童虐待の発生予防の観点から、妊娠期からの支
援、保護者の養育能力を向上させる支援等、訪問に
よる養育支援が特に必要な家庭に支援を行う「養育
支援訪問事業」が全市町村において実施されるよ
う、積極的に働きかけ、目標を前倒しする。

県下の企業・大学等に広く積極的に働きかけたとこ
ろ、平成２３年度の実績が平成２５年度目標数値を
上回ったことから、事業実施による農山漁村地域の
保全活性化推進を目指し、農山漁村(ふるさと)協働
パートナーの協定数(累計)の目標数値について、上
方修正を検討する。

番号番号番号番号

児童虐待数が増加している中、
「養育支援訪問事業」を２６年
度には全市町村にという数値目
標を掲げており、取組方針が働
きかけであるが、より積極的に
２６年度といわず、早急に全市
町村が実施するようにすべきで
ある。

Ｃ

●要保護児童対策地域協議会を活用し、必要な支援を実
施することにより、児童虐待の早期発見・早期対応を図
るとともに、虐待防止に向けた普及啓発を図ります。

○「養育支援訪問事業」実施市町村数
　 [21]13市町村→[26]全市町村

戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見

○農山漁村（ふるさと）協働パートナーの協定数
（累計）
    [21] － →[26]20協定

－Ａ

●「農山漁村（ふるさと）は県民の宝物」との考えに立
ち、“まちとむら”の「協働」による農山漁村の保全・
活性化を促進します。

基本目標基本目標基本目標基本目標7777「「「「宝宝宝宝のののの島島島島・・・・創造創造創造創造とくしまとくしまとくしまとくしま」」」」

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

○ＮＰＯビレッジ＊の設置数
    [22] － →[26]３箇所

Ａ －

●夢と活力でにぎわうまちづくりを進めるため、ＮＰＯ
の起ち上げから自立まで支援します。

○「とくしま県民活動プラザ」において情報発信を
行っているＮＰＯ法人等の団体数
    [21] － →[26]50団体

○ＮＰＯ等の活動基盤の強化を図る講座等への参加
者数（累計）
    [21] － →[26]300人
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

26 推進 → → →

867
団体

885
団体

902
団体

920
団体

993
  団体

7777－－－－3333　　　　活力活力活力活力みなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくりみなぎるとくしまづくり

29 推進 → → →

11
地域

12
地域

13
地域

13
地域

11地域

35 支援 → → →

162
集落

164
集落

164
集落

164
集落

157集落

104
組織

104
組織

104
組織

104
組織

104組織

－Ｂ

Ｂ －

Ｂ

数値目標は達成しており、取組
は評価できるが、移住・交流の
効果が上がっているのか、疑問
である。地区を増やすのではな
く、移住特区のようなものを考
えて移住者を増やす取組をすべ
きではないか。
また、移住実態の把握及び数値
目標の検討が必要である。

○農地や農業用水などを保全するため共同活動に取
り組んだ活動組織数
    [23]～[26]104組織

○「中山間地域等直接支払制度*」の集落で地域農
業を支える体制づくりに取り組んだ集落数
    [21] － →[24]164集落

●農業生産の維持・拡大を図るため、地域ぐるみでの耕
作放棄地の発生防止や集団的かつ持続可能な体制整備、
農地・農業用水の保全の取組を支援します。

平成２４年度から、農地や農業用水などを保全する
ための共同活動を支援する第２期対策がスタートし
たため、取組みの一層の推進を図った結果、平成２
４年度実績見込みが目標数値を上回ることから、成
果・効果の更なる向上を目指し、目標数値につい
て、上方修正を検討する。

県民

政策

農林

平成２３年度実績より、調査対象を市町村が行うア
ドプト事業にも拡げたことで、１００団体を超える
増加となり目標を達成したため、目標数値を見直
す。ただし、従来の国・県関係のアドプト参加団体
数は「横ばい」状態であり、今後は、着実に増加す
るよう取り組んでいきたい。

移住・交流の成果を把握するため、「移住交流支援
センター」の設置地域数に加え、新たに移住交流支
援センターが把握した「県外からの移住者数」を数
値目標に加える方向で見直しを検討する。

○アドプト参加団体数
    [21]833団体→[26]920団体

○「移住交流支援センター」の設置地域数
　 [21]8地域→[26]13地域

●移住等に関する情報・魅力発信を行うため、地域の実
情に柔軟に対応し、地域の創意工夫が活かせる総合的な
支援を行う「移住交流支援センター」の整備などを推進
し、県と市町村が連携・協働した積極的な移住・交流の
促進を図ります。

●住民団体や企業等との協働によるアドプトプログラム
の取組をさらに推進し、公共土木施設以外の公の施設へ
も区域の拡大を図るとともに、参加団体の拡大を進めま
す。
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ＨＨＨＨ23232323 ＨＨＨＨ24242424 ＨＨＨＨ25252525 ＨＨＨＨ26262626

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの方向性方向性方向性方向性
（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

7777－－－－4444　　　　笑顔笑顔笑顔笑顔あふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくりあふれるとくしまづくり

58 開催 → → →

62,0
00
人

65,0
00
人

67,0
00
人

70,0
00
人

70,000
人

開催 開催

62 推進 → → →

45,0
00
人

50,0
00
人

55,0
00
人

60,0
00
人

62,000人

7777－－－－5555　　　　希望希望希望希望にににに向向向向かうとくしまづくりかうとくしまづくりかうとくしまづくりかうとくしまづくり

－ －
リダンダンシーの確保や最新の新幹線技術による技
術立国日本の再生などに繋がる「四国新幹線の実
現」を目指す。

政策・
県土

（新規）
●四国新幹線の実現について

A －

「マチ☆アソビ」の年間参加者数について、国際映
画祭やイベントの開催などにより徳島ならではの良
さが浸透してきたこと、インターネット等での「口
コミ」により情報が広く知れ渡ったことにより平成
２３年度の実績値が目標数値を大きく上回ってお
り、２４年度の実績も目標数値を達成していること
から、更なる誘客の拡大を目指し、目標数値を上方
修正する。

商工

●「マチ☆アソビ」に新たなイベントを加え、拡大する
とともに、新聞・テレビ・雑誌・ＷＥＢや衛星放送等あ
らゆるメディアを活用し、全世界への情報発信を強化し
ます。

○「マチ☆アソビ」年間参加者数
    [22]59,000人→[26]70,000人

○「国際アニメ映画祭」の開催
    [23]開催

商工

今後、広域的行政課題に対する県や市町村のニーズ
を一層把握するため、庁内会議の一層の活用や、市
町村と定期的な意見交換を行う仕組みを構築し、
「本県の意見」として、効果的に関西広域連合の意
思決定の場である「関西広域連合委員会」へと届け
ていく。こうした取組みを積み重ねることで、関西
広域連合が見直し作業を進める広域計画へ効果的に
反映できるよう取組みを進める。

　「国際ミーティング・エキスポ」への出展や「中
四国地区コンベンション誘致懇談会」を開催したほ
か、四国運輸局等と協力し海外での現地セミナーの
開催やキーパーソンの招聘等を行った。
　こういった取組を推進し、徳島の認知度の向上や
開催助成をＰＲするとともに、ＭＩＣＥ誘致を推進
する。また、大学等関係機関とも連携強化を図って
いく。アスティだけでなく、他施設とも連携したコ
ンベンションを開催することができるよう、ワンス
トップ機能を充実させ、利便性の向上による差別化
を図る。
  また、開催助成対象以外についても集計し、数値
目標を見直す。

政策

広域的な取組により一定の成果
を上げているが、今後どのよう
な点に取り組むのか早期に決め
ておく必要がある。また、広域
的な課題を検討する場というの
が県庁内外に必要なのではない
か。

Ｂ

●地元の業界や大学等の高等教育機関との連携強化や関
西広域連合との連携などにより、コンベンション*参加
者数の倍増を目指します。

○コンベンション（中四国規模以上）の参加者数
    [21]30,433人→[26]60,000人

Ｃ

　開催助成以外の取組が不明で
あり、また、どの程度の会議が
開催されたのかが不明である。
　今後の取組方針においても、
課題に掲げた他地域との差別化
についての具体的取組が必要で
ある。

43

●「四国」と「近畿」の結節点として、医療、文化・観
光、環境、防災など、様々な分野での広域的な課題の解
決に取り組むことにより、21世紀にふさわしい明るく元
気あふれる「とくしま」づくりを進めます。

推進 → → →
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部局部局部局部局番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

71 推進 → → →

57% 58% 59% 60% 57%

21,5
00
件

23,0
00
件

24,0
00
件

25,0
00
件

28,000
件

73 推進 → → →

120
件

140
件

160
件

180
件

184件

県民

経営

経営

経営

「県職員倫理審査会」及び「監察局」による県民目
線に基づくチェックを実施するとともに、これらの
意見をもとに、人事課による抜き打ちの特別調査、
制度所管課による物品購入手続や公用車使用の適正
化、情報セキュリティ対策に係るチェックの強化を
図り、職員一人ひとりにまで意識が浸透するよう努
める。

コンプライアンスハンドブックやｅ－ラーニング研
修をより身近な事例に基づいて実施するとともに、
定期的なアンケートの実施など新たな視点で組織や
個人に内在する課題の早期発見に努め、これを解消
することにより、職員一人ひとりに対する倫理意識
の徹底を図る。

県民からの問い合わせを分析しＦＡＱへ反映させる
とともに、新しい情報への更新に努めたところ目標
を達成したため、目標数値を上方修正する。

県のホームページでの公表について、実施機関への
周知に努め、各機関が積極的に取り組んだ結果、平
成２３年度の実績値が４年間（Ｈ２３～Ｈ２６）の
目標数値を上回ったため、県民サービスのさらなる
向上を目指し、Ｈ２６年度までの目標数値につい
て、上方修正を検討する。

昨年度の評価でも様々な議論の
後、Ｃ評価を付けた。しかし、
それ以降も不祥事が発生してい
る。今やっている取組のさらな
る充実推進だけではなく、新た
な視点も入れて再発防止につい
て検討すべきあると考え、「Ｄ
評価」とした。

－Ａ

－Ａ

同上Ｄ→
●県民の疑惑や不信を招くような行為の防止を図り、公
務に対する信頼の確保を図るため、「徳島県の公務員倫
理に関する条例」の適切な運用を行います。

運用 → →

●県職員の職務執行の公正さを確保するため、「県職員
倫理審査会」、「監察局」によるチェックなど、県民目
線での取組を推進します。

推進 → → →

●県が保有する情報を積極的に「県ホームページ」で公
表することにより、県民への迅速な情報の提供など県民
サービスの向上を図ります。

○「情報提供施策の推進に関する要綱」に基づく
「公表推進情報」の「県ホームページ」上での公表
件数
　 [21]90件→[26]180件

●県民からの電話による問い合わせを一元的に受け付け
る県庁コールセンター「すだちくんコール」や「県庁
サービスセンター」及び各総合県民局「県民センター」
において、県民の県政に対する意見、苦情、照会、相談
等に的確かつ迅速に対応するとともに、よくある質問を
ＦＡＱとして整理・情報提供し、サービス向上を図りま
す。

○コールセンターでの対応完了率
    [21] － →[26]60％

○ＦＡＱ月間平均アクセス数
    [21] － →[26]2万5千件

75

76

Ｄ
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（（（（戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見にににに対対対対するするするする検討検討検討検討））））

部局部局部局部局番号番号番号番号
戦略戦略戦略戦略
会議会議会議会議
評価評価評価評価

戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議のののの意見意見意見意見主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

工程工程工程工程（（（（年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画年度別事業計画））））
実績値実績値実績値実績値
（（（（23232323年年年年
度度度度））））

101 展開 → → →

284
事業

266事業

経営

経営－Ａ

職場における「ＯＪＴの強化」など、人材育成を効
果的に進めることにより組織を活性化し、業務の質
の向上、使命感の醸成といった「職場力の強化」を
図る。加えて、担当リーダーの役割の明確化、権限
の強化を行い、担当内における「チェック機能」や
「リーダーのマネジメント」が発揮される体制への
見直しを行い、不祥事やうっかりミスを防止するこ
とができる組織づくりを進める。

「財政構造改革基本方針」に基づく歳出改革の一環
として、全庁を挙げて取り組んで来ており、平成２
４年度の実績見込みが目標値を上回ると推測される
ため、更なる展開を図ることとし、年間実施事業数
の目標数値について、上方修正を検討する。

●施策の推進には予算を伴うという「固定観念」から脱
却し、重点施策を着実に実施するため、21世紀型の行政
手法である「とくしま“トクトク”事業*」を強力に展
開します。

○「とくしま“トクトク”事業」年間実施事業数
　 [21]142事業→[26]284事業

昨年度の評価でも様々な議論の
後、Ｃ評価を付けた。しかし、
それ以降も不祥事が発生してい
る。今やっている取組のさらな
る充実推進だけではなく、新た
な視点も入れて再発防止につい
て検討すべきあると考え、「Ｄ
評価」とした。

Ｄ

●公平・公正な職務執行の確保のため、｢コンプライア
ンス*基本方針｣に基づき、職員自らの企画・提案による
取組を推進し、「職員倫理意識の徹底」、「内部チェッ
ク機能の充実強化」を図ります。

推進 → → →77
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